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要 約

本稿は，東京都西端のー画を占める檎原(ひのはら)村の選挙の歴史を鳥廠図的に考察

したものである。期聞は昭和34年から同58年までの24年間，計7回の選挙を扱っている。

おそらく，本稿の最大の弱点は，五日市町に木造の小さな印刷所兼販売広を構える新五

日市社の週刊「秋川新聞」に，執筆の主材料が限定されてしまっている点であろう。当然

の帰結として，人に誇示できるような天賦の素質を授かった訳で、はないのに，筆者は，主

要な部分で、人間の知力のー構成要素に全幅の信頼を置かざるをえなかった。その構成要素

とは想像力である。

新聞と想像力一一この困難な条件下においても，筆者は能う限りの奮戦をしてみようと

は試みた。そこには，それなりの理由もある。新聞は，日本の学的世界の中で，常に副次

的な資料として遇されがちではなかったろうか。想像力は，歴史的片々の前に，ほとんど

絶望的な沈黙を強いられがちではなかったか。そのような不幸な者たちを率いて，筆者に

一体何ができるのかを確かめてもみたかったので、ある。

できばえは，案の上よくない。このような代物がよく調査され，構成もしっかりした論

文の聞に挟まれるのかと思うと，恥ずかしさで、身体が火照ってしまう。全体として素人の

レポートの域をでず，学術論文らしい体裁を整えてもいないのであるから，本稿を通じ

て，読み手の側にイマジネーション・ウォーズを換起するような箇所が一つで、もあれば，

それでよしとしなくてはなるまい。

以上，これは果して要約にはなっていないが，筆者の意とするところを少しでも汲みと

って頂ければ幸いで、ある。

*東京都立大学都市研究センター・法学部

材著述業
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I 総 論

檎原村は，首都東京の行政区域内で，島部を除

くと唯一の川村"である。大都市近郊に位置する

という特色をもっこの檎原村も，現在ではいわゆ

る n過疎村"としての自覚の下に，今後のサパイ

ノミル計画を立案し，試行錯誤の真只中にある。

こうした状況の中で，我々は東京都からの依頼

の下に結成された「檎原村調査団」の中にあっ

て，主に村の政治・行政の側面を調査報告するグ

ループ(政治行政班〉を構成することになった。

メンパーは次の三者である。

御厨貴(東京都立大学法学部助教授〉

坂本一登(東京都立大学法学部助手〉

野島博之(東京大学文学部卒・著述業〉

この三者による現地調査は，次に掲げる日程

(1985年〉で行われた。

6/8予備調査 中村村長・鈴木助役インタヴュ

一，北部檎原視察。

7/19本調査中村村長インタヴュー，村役場所

蔵村議会議事録等調査。

7/20本調査村役場所蔵村議会議事録等コピ

。
7/21本調査元助役清水俊光氏他インタヴュ

一，南部槍原視察。

7/22本調査 中村村長の案内により，村内全域

視察。朝日新聞編集委員大谷健氏同行。

11/1補充調査 秋川新聞ノミッグナンパ一等コピ

。

以上に加えて.12月には元助役清水俊光氏と書

面による質疑応答形式の補充調査を行った。そし

て半年に及ぶ調査活動の聞に，随時三者による共

同討議がくり返され，その結果として，本年1月か

ら2月にかけてこの調査報告が執筆されるに至っ

た。従って本報告は，あくまでも三者による調査分

析作業を前提としているが.1は御厨.IIは野島が

各々分担する形となっている。つまり執筆の最終

的責任は，各個人にあることを明記しておきたい。

ところで政治行政班の調査分析作業は，近代政

治史専攻という研究における方法論的ないわば我

々に内在する限界と，対象たる檎原村の資料状況

といういわば外在的な限界とにより，大別して次

の二つに限定されることになった。第ーは，村議

会議事録など村役場所蔵の公文書の分析による村

政の実態の考証，第二は，村の識者へのインタヴ

ューや地元新聞の分析を通じた村長選・村議選の

考察である。しかもいずれの場合札過疎の現状

把握という観点から，高度成長期及びそれ以後の

時代についての検討が要請された。そこで我々

は，鋭意この二つの調査作業を並行して進めたの

であるが，最終段階になって都の予算上の都合も

あって分割のやむなきに至り，全体の%弱を占め

る第一の調査報告のみが都の報告書に掲載される

ことになった。

結局，全体の%強を占める第二の調査報告は，

形式上都の報告書とは別立のものとして我々の自

由に委ねられ，いわば政治行政班独自の報告書と

して，都市研究センターの御好意により，本誌に

掲載されることになったので、ある。しかし形式上

はともかく，本来内容的には両者は密接不可分の

関係にあるので，諸者諸兄姉には本報告とあわせ

て.r高度成長期の檎原村村議会一昭和34年~昭
和42年 J (東京都総務局『多摩島しょ地域の市

町村が直面する行財政の課題に関する調査dl.1986

年3月刊行〉を参照して頂くことを切に願うもの

である。

さて次に，我々政治行政班の本調査に対する当

初の期待及び意図を明らかにした上で，現実の作

業過程を通じてそれらに関して，不可避的な変更

を迫られた経緯を検討しておこう。

本調査に臨む我々の課題追究の一つの意図は，

首都東京の最小行政単位たる槍原村という底辺の

視座から，檎原村一西多摩郡一東京都一中央政府

という多層的な地方経営の構造を明らかにしうる

のではないかという点にあった。だが作業過程を

通じて，現実には複雑多岐にわたる地方経営の構

造は存在しないことに気がついた。ことを槍原村

から中央に対する，種々の利益要求などの情報還

流ルートに限ってみても，それははっきりしてい

る。すなわち槍原村は，国会議員は無論のこと，

都議レベルで、言っても独自の自前候補を確保しえ
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ないのである。然らばそのルートは，いやでも応

でも村長1人に限定され，村長が唯一の中央に対

する交渉役たらざるをえないのが現況と言えよ

う。しかも今日，青梅市を中心とする広域行政協

議会が結成されたと言っても，西多摩地域におけ

る法制度上横並びの存在である他の市や町との政

治行政面での関係は，それほど密接ではない。む

しろ相互に上下関係の生じることを抑制している

から，そうであれば村長はやはり都庁の担当部局

との公的なルートを通じて，いわば直接に都と交

渉を行うということになろう。以上の点に，都の

中での三多摩，三多摩の中での西多摩，西多摩の

中での秋川流域，秋川流域の中での檎原というよ

うに，大から小に至る地域割の中で，いわば「地

政学」的に常に相対的弱者の立場に檎原村が置か

れてきた事実が，反映されている。

かくて戦前戦後を問わず，村と都とを結ぶルー

トは，意外に単純にも村長ルート l本だったと言

えよう。しかしそのことはまた，村長としての資

格を必然的に外側から規定することとなった。つ

まり村長としての適格性は，いわば都との「外

交」関係如何に求められざるをえなし、。あたかも

戦後GHQによる占領の時代に，英語が話せて外
交がわかることが首相の適格性とされ，幣原喜重

郎・吉田茂・芦田均の如き外交官出身の首相が輩

出したことに，事態はきわめてよく似ていると言

って差し支えなかろう。このように対都交渉能力

を村長の適格性の指標とした場合，少くとも高度

成長期から今日に至る 3代の村長は，立場や出身

の相違をこえて，個人差はあるにしても大旨その

資格を満たしていると考えられる。

以上に述べたことからわかるように，檎原村に

おける村長の政治的地位は，他に対都交渉ルート

がなく，また村長より以上の顕職を求めえないと

いう事情から，通常の場合より以上にきわめて重

要であると言わざるをえない。かくて我々が，高

度成長期以後の村長選を跡づけることに政治史的

意味を見出したのは 1つにはそうした考慮が働

いたからである。しかしそれ以上に我々がこの作

業の必要性を痛感したのは，高度成長期以後かな

り厳しい対立を生み出した村長選・村議選双方と

もに，その対立抗争の激しさ故であろうか，村で

は伝聞・口承のレベルをこえた分析がまったくみ

られないという事実に突き当たったためであっ

た。否，分析はおろか実のところ選挙関係につい

ては実態の把握すら満足になされてはいないと言

ってよい。その証拠に，村長選・村議選に関して

は，数年前に全村をあげて作成された村の公けの

歴史とも言うべき『檎原村史』においても，もの

の見事にネグレクトされている。そもそも選挙管

理委員会の資料でさえ，各選挙ごとに体裁が不統

ーであり，系統的には保存されていない始末なの

である。

そこで我々は，高度成長期以降の選挙記録を，

煩をいとわず1つ1つの人名・数値に至るまで極

力忠実に紹介することにした。信頼に足る基礎デ

ータの確定こそが，まずは村政の構造を検討する

ためのスタートラインになると考えたからであ

る。これらのデータについては，本報告の末尾の

rc資料〕檎原村・選挙の記録(昭和34年~昭和58
年)Jを参照されたい。

次いで我々は，村長選を主軸に村議選を副軸に

とり，各年度の選挙事情を，とりあえず「秋川新

聞」を基に再構成することにした。無論 r秋川
新聞」を用いることについては，記事の信恵性云

々から始まって様々な疑義や批判がありえよう。

しかし何といっても「秋川新聞」は，槍原村の動

向に関する唯一の永続的な活字資料であり，しか

も今日において村役場はもとより村民が他の中央

紙と共に比較的よく購読している地元紙であるか

ら当面これを土台とする以外には，我々の作業

も展望を見出しえなかったのである。さらにごく

一部の検証に止まるが，中村村長や清水元助役の

インタヴュー記録との組踊がそうはみられなかっ

たことも，我々を勇気づけたと言ってよい。とも

かくくり返しになるが，村民各人各様の伝聞・口

承のレベルにある選挙事情を，共通認識にまで高

めうる文字のレベルにするために我々は分析作業

を進めた。その結果については， JIの詳細な分析

に譲りたい。ただし我々はこの部分については，

より精撤で正確な本格的な選挙分析に道を開くた

めのあくまでも「たたき台」にすぎないと考えて
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いる。従って今後，むしろこれを読まれた村民の

方からの批判，意見，資料提供など，積極的な対

応を待ちたい。もっとも今回の調査作業では，

「清和会Jr村友会」というこれまでの村のタブ
ーに触れようとしたためか，村民の方の生の声を

聞きたいと願いつつも果せなかったケースがみら

れたので，我々としてはこの調査報告もまた無視

されるという事態を，何よりも恐れるものであ

る。

既に述べてきたことから明らかなように，我々

の調査報告は，限られた資料をなるべく忠実に紹

介し基本的なデータを確定する方針をとった。そ

の意味では，愚直なまでの資料の羅列の趣なしと

しない。しかしその解釈については，価値中立的

禁欲的な慎重な判断を避け，むしろある程度の憶

測や価値判断をまじえながら，いわゆる論文調の

報告ではなくエッセイ風に仕上げることに意を砕

いた。もっとも，依拠すべき信頼に足る資料がそ

う多くはないとL、う事実が，そうした方法の採用

を余儀なくさせた面もある。かくて，資料の整理

紹介面でのアカデミックな方法の堅持の上に，そ

れらの解釈叙述面でのジャーナリスティックな手

法が展開されることになった。ありていに言え

ば，今回の調査報告では独断と偏見に満ちたジャ

ーナリスティ y クな一万両断の方が内容の有効性

を担保しうると，我々は考えている。

11各論

1. 4年周期の大フェスティバ}[..

槍原村の選挙は激しい。それは，過疎村に共通

する実態のーっとして既に周知の事実に属してい

るといえるだろう。地方選挙に関するどのような

種類のレポートを読んでも，人脈，金脈，情実，

因縁，人事などの絡んだ，俄かには信じ難いほど

に激烈な選挙の姿が，これでもかという勢いで自

に飛び込んでくる。中国山地のある山村の選挙の

内情を報告した『むらの選挙jJ (太田忠久，三一

書房，昭和50年〉も，例えば次のように語ってい

る。

統一地方選挙の行なわれる四月下旬といえば，

春の訪れの遅い中国山地の山里にも山桜がほこ

ろび，こぶしゃっつじの花が咲いて春はたけな

わだ。若葉が銀自に，淡緑に萌え出して，夜の

明け切らぬうちから幾子の鋭い鳴き声がきか

れ，昼間は軒端でほほじろが「ツーツーテン」

と鳴く。田んぼの畦岸でもつれ合って弧を描く

小鳥の羽が， うららかな陽光にきらきら輝き，

渓のせせらぎでは，子供が蕗のとうでつくった

水車で，くるくるひねもすまわるのを見る。

が，そのような自然の美しさが目に入らないば

かりか，五月に入れば早々田植えが行なわれよ

うとL、うのに，仕事が手につかなし、。地方選挙

が行なわれると決って田植えが何日か遅れる。

それでもまだ田植えの遅れるのはわずかだが，

田捺えが粗雑で，手抜けになる。耕転機で三回

田んぼを掻くところは二回になり，肥料も二回

にわたって施肥するところは一回だ。養鶏は卵

が減り，肥育の牛は痩せる。なかには支持した

候補が落選したため，ショックで、気を失った運

動員もいるほどである。ともあれ山村の地方選

挙は実に激しい。危篤の病人か怪我人以外は，

むらの全員が投票に出かける。農村は生産の場

であると同時に，相互扶助をもととした緩い人

間関係のおりなす自治の場であるはずである。

それなのに毎回人間感情をむき出しにした，火

花を散らす激戦がくりひろげられるのだ。

檎原村の場合も大同小異である。もしも，過疎

の進行が選挙の激化をもたらすという一般的傾向

が真実であるならば，事態はより深刻だといえよ

う。年々，いや4年毎に，この村では選挙の過熱

の度が増していくこととなるのである。

ともかくも，檎原村の選挙の報告を開始する。

基本的な資料は，多摩地区の地方紙・週刊「秋川

新聞J(新五日市社，公称5，000部)とインタビュ

ー記録，それに付属する書簡などの若干の文書資

料である。調査不足を認めることに菩かではない

が，それは必ずしも筆者たちの怠慢の所為ばかり

であったので、はない。調査のための滞在の過程

で，選挙に関する噂話をいくつも耳にはしたもの
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の，いざ正面切って話を聞こうとすると， 口を閉

ざしてしまう人もまた多かったので、ある。土足で

突然踏み込んで、きたヨソ者に，村の人誰もが戸惑

いを隠さなかったし，筆者たちもそこで執助に食

い下がるだけの厚顔を持ち合わせていなかった。

以下，檎原村の村長選・村議選を軸に，僅かな

資料を可能な限り紹介する形で検討を進めたいと

思う。選挙結果など数字に関することは，最後の

「資料」を参考にしてほしい。執筆の主材料とな

る「秋川新聞」を保存している公共機関は存在し

なかったという事情を想起すれば，その忠実な紹

介だけでもそれなりの価値がある。全体として

は，選挙のエキサイト振りに余り肱惑されないよ

うにする積りだがしかし，たとえ淡淡と書くとい

う作業に全力を傾注することがで、きたとしても，

この選挙とL、う盛大なフェスティパルの喧騒を全

部消し去ってしまうことなど，到底できない相談

であろう。

2.清水村長時代

清水保書氏は，昭和34年5月から昭和42年4月

までの 8年間，村長の職にあった。ここではその

間にあった2回の選挙，すなわち34年と38年の村

長選と村議選をそれぞれ扱う。

昭和34年5月1日投票の村長選挙は事実上，清

水氏に対する信任投票であった。対立候補に闇際

共産主義者連盟という政治団体に属する三重野勝

彦氏が存在したが，同氏は秋多町長選挙にも同時

立候補し，合計で21票しか獲得できなかった泡沫

候補である。

まず，清水氏のプロフィールをみてみよう。次

の一文は，昭和42年，当時の新人・小泉康作氏と

激しい選挙戦を展開し，結局敗れ去ることになっ

た際の紹介記事である。

大正三年五月桧原村に生まれ村立桧原小学校卒

後，私立目白中学校四年終了，昭和十三年村役

場に就職，在職中太平洋戦争に応召，南支を転

戦，台湾で終戦を迎え，中華民国の使役に従

事，昭和二十一年二月復員，再び村役場に復帰，

昭和二十六年九月父親の跡を継ぎ農林業に従事

するため退職，以後消防団副団長， PTA会長，

森林組合長を歴任，昭和三十四年四月桧原村長

に当選，つづいて昭和三十八年四月再選され今

回三選をねらい立候補。人にお世辞を言えない

のが欠点だが人に接するに寛容，やることは果

断，村の発展には私財を惜しげもなく注ぎ込む

性格，上級官庁への折衝なども手際はよく，同

職の町村長仲間の評判も上々，医療保険審議会

長の末高信博士が叔父であるので，よく蔭で面

倒を見て呉れるようだ。過去八年間の村長とし

ての実績は村民の最も強い要望と，村の発展の

基礎である道路開発に特に力を注ぎその開発ぶ

りは来村者の目をみはらせている。又本年から
〔へ〕

都で初めての有料道路として奥多摩えの周遊道

路の着工，更に山梨県への貫通道路，村の縦，

横断林道，村道(特に村の北部の村道改修が多

い〉改修等，枚挙にいとまがない位でその手腕

は高く評価すべきであろう。一方村の懸案でど

の村長をも苦しめた村の唯一の経済機関であっ

た農協再建もやってのけ推されて組合長に就

任.更に診療所の施設充実と新築，教育関係で

は小中併せて十一校もあることにもかLわらず

毎年最優先主義をとり施設の充実，環境の改善

も積極的に押しすすめている。特に学校改築に

ついては村民の協力のもとに数馬小学校，南桧

原小学，北桧原小学校，桧原中学の技術家庭教

室，プールなど大きな事業が毎年完成されてい

る。この人のれなやみ"は村の南北の対立的な

考え方が一日も早く無くなって欲しいと云うこ

と.村内下川乗の自宅に文子夫人と一男二女の

父，五十二歳，現桧原村長，西郡村長会副会長。

(1秋川新聞」昭和42年4月16日付〉

手元の資料で照合する限り，記事に誤りはない

が，選挙戦真只中のものであるから多少内容は割

り引いて読まれなければならないだろう。例え

ば，清水氏が檎原村の南部・下川乗出身であるの

に対し，対立候補の小泉氏が北部の中組出身であ

ったため， 1北」を意識した文章が散見される点

などは，その顕著な一例である。

さて，前述したように，昭和34年の村長選は清
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水氏の独走という形で、終わったが，村長候補一本

化の過程は必ずしも単純なものではなかったらし

い。「桧原村は事実上，無競争同様の選挙であっ

たが，清水氏の登場は峰岸，土屋両民をしりぞけ

る結果となった。ここにも若さのもつ魅力がもの

を言ったという感が強いJ(r秋川新聞」昭和34年

5月1日付)という記事にも示されるように，複

数の立候補の名前が事前に取り沙汰されていた。

峰岸朝則氏は当時の村議会議長，土屋敬一氏は当

時の村長であり，立候補となれば何れも清水氏の

強敵となったはずである。両氏が出馬を断念した

事情は不明だが，清水氏と峰岸氏はこの時44歳で

同年齢であったから， r若さのもつ魅力」が大き
かったという説明は必ずしも説得力がない。考え

られる原因のーっとして清水氏の金力ということ

を指摘しておきたい。「多摩地区有数の資産家」

(清水俊光元助役談)であった清水氏の立候補宣

言が，峰岸，土屋両氏の戦う意欲を萎えさせてし

まったのかもしれない。

この年の村議選も無投票当選であった。実際に

は，定数14名(昭和33年に議員定数を18名から14

名に削減〉のところに15名が立ち，選挙戦が展開

されるはずであったのだが，投票直前に大谷正子

氏〈男性〉が半ば強制的な辞退を余儀なくされ，

無投票当選となったものである。この出来事は，

「槍原村の村八分問題」として「読売新聞」にス

yパ抜かれ，東京地検の介入する事件へと発展す

る。事件の概容，当時の村議選の様子などを「秋

川新聞」に語ってもらおう。

昔からのシキタリや因習を破って明るい村づく

りに乗り出そうと立候補した村会議員候補者

を，村八分をほのめかした有力者達が，圧力を

加えてムリヤリに立候補を断念させたという事

件が桧原に発生したが，二十日，遂に自由選挙

妨害の疑いで、関係者六名が地検八王子支部に書

類を送検され，事件は予想以上に大きく進展し
〔た〕
ましたom村の平和"を理由に個人の自由を妨

害し，民主政治のルールを破ったことは事実で

あったが，推薦制選挙にはこの種の事件はっき

ものであり，どこにも多く見られている現象

だ。ではなぜ、檎原の事件のみがラジオや新聞に

大きく報道され，警察が血眼になっての裏付捜

査がすLめられたので、あろうか，以下本社がと
〔え〕
られた特別ノレポ……。先ず事件の全ぼうはこう

だ……。「村の財政の支出を少なくするため」に

と十八名から十四名に減員をきめた桧原村議会

では，次期村議会選挙にそなえて慣例の通り無
〔争〕
競定当選をさせるために桧原村を三分，東部か

ら四人，北部より六人，南部より四人という割

り当てをきめ紳士協定し，これを堅く守ること

になった。このため各部落ともこの決定事項を

尊重し，立候補者の推薦会を催し， r部落公認」
候補を選出した，問題の神戸では，部落長であ

る田中甚作さん宅で推薦会が聞かれ，前議員，

大谷亀之助 (46)さんが再び決定告示の四月二

十一日に立候補を届けた。ところが割当推薦に

不満を持った同村三五1¥.0製材業大谷正子
(55)さんは，この因習を良く思っていない青

壮年や有識者の支持を得て，〆切り日に当る二

十二日の午后，突然立候補届を出した。定員十

四名に対し十五名の立候補のため当然選挙に持

ち込まれることになった。そこで部落有志は，

大谷氏宅を数度訪れ r部落より二名の立候補
者が出て争った場合，何れが当選しても部落の

シコリは永遠に残りひいては村内の紳士協定を

自分達の部落で、破ったという事になる。村の平

和のためだ」と辞退を追った，長男和男君も

「お父ちゃんがやめなければ家出する」といっ

てそでを引張る，大谷氏は有志等の面前で「俺

にばかりなぜ辞退を迫るんだ。俺に金がないか

らなのか」と泣き崩れて抗議したが結局村八分

的の冷遇を受けるようなことをほのめかされた

ので泣き/¥断念したものだった。桧原村では

この種の出来事は選挙のたびにあり，別に問題

としていなかった。一種の話合として解釈され
["で〕

最後には簡単なれ手打ちの宴でH 事なきを得る

のが普通である。警察署も，新聞記者も一応調
〔遍〕

査をするものの地方状勢の普変化された現象と

して実際は取りあげるのをきらっている様子だ

った。ところがY新聞社のみが〈五月十日の朝
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干のの全国版のトップ記事に五段抜きの見出し
〔で〕
て，このニユースをで、か/へ之と報道されたから

たまらない。警察署は本庁から，其の他の新聞

の担当記者は上役からそれ~きついお目玉を
〔拾〕

丁戴したといわれている。このため事件の収集

をよぎなくされた関係者はー勢に事件の究明に

スタートした為に予想外に大きな事件を作りあ

げてしまったのだ。スツパ抜きをやったY紙の

御手柄ともいえる。しかしこの記事を書いた人
〔へ〕

は， Y紙の記者でなく桧原え出入りしているー
青年であった事は興味を呼んで、いるので最後に

このお話を紹介しよう。この青年はたま/¥檎
〔情〕

原を訪れた際，村民から選挙の事状を聞いて，

あまり〔に〕おも Lろいケースなので、新聞社へ

持って行ったら喜ばれるだろうと数枚の原稿用

紙にまとめてT新聞，中央公論へ売りつけたと

ころが「今頃こんな記事が」とあっさり断はら

れてしまった。そこで知人が働いているY新聞
〔へ〕

社の編集部えもって行ったところ，ポンと四万

円で買ってくれたという。本当にゆだんもすき

もないマスコミ時代である。

cr秋川新聞」昭和34年5月24日付〉

この記事は，槍原村の村議選についていくつも

のことを教えてくれる。まずこの村では，無投票

当選が慣例とされていた。そのために，東部，北

部，南部の各地区の割当人数が決定され，各部落

ともこの決定に従って， r部落公認」候補を選出
した。大谷正子氏のような例は頻発する事態の一

つではあったが，それは「一種の話合」と「手打

ちの宴」で解決されるのが常であった。事件捜査

にあたった警察を rなにしろ今冬にグマ2頭が
とれたという辺地なので，みんなれ村八分H をこ

わがって捜査が進まないJcr読売新聞」昭和34年
5月10日付〉と嘆かせるほど，この村の強制力は

抜群だったので、ある。

しかしながら，このような部落薦選による無投

票当選の実現という慣例は，この事件によって崩

れていく。次回選挙以降，競争者なき村議選が再

び出現することはなかったのである。そうなって

いった理由は後に考えてみることにするが，民主

主義の基本的なルールが踏みにじられているから

といって，これこそ沈滞の証明なのだ，と軽々し

く速断してしまう訳にはいかない。例えば，こう

した暗黙の了解を前提とした制度下にあっても，

村の人々はかなりの世代交代能力を発揮してい

る。昭和34年に誕生した村議は，再選組が7名で

あったのに対し，新人も 7名と同比率に達してい

た。

なおこの事件で地検八王子支部に書類送検され

た6名は，結局のところ，証拠不十分で不起訴処

分となった。「調べによると断念した大谷正子さ

んは，六人の依頼を聞きいれて自発的に辞退した

もので、村八分をにほわせて脅迫した事実は認めら

れなかったJcr秋川新聞」昭和34年7月5日〉と
いう。

さて，昭和38年の選挙に話題を移そう。村長選

は早くから清水保書氏の独走が伝えられcr秋川
新聞」昭和38年1月27日付)，対立候補の出馬も

なかったため 4月30日の投票日を迎えることな

く2期目の当選を決めた。「秋川新聞」を読む限

りで

つたとLい、寸う形跡はなL、、。清水村長再選について

は，村全体の合意、がかなり以前から形成されてい

た模様である。村道，都道の開発と改修，日本採

石工業株式会社の誘致，国民宿舎の建設，五日市・

秋多・日の出・檎原の4ケ町村合併問題など，継

続性のある課題を当時の槍原村が抱えていたこと

も，無投票当選となった大きな要因の一つであろ

う。

これに対L，村議選は大変な激戦となった。

「秋川新聞」はその様子を次のように報じてい

る。

桧原村の，村長選は清水現村長の独走が確定

し，村議選は空前の乱立である。定員十四名に

対して二十名の立候補は桧原村はじまって以来

の出来事。四年前の村議選を最後に，部落推薦

を主体と Lた，無投票当選方式は，その姿を桧

原村の政治史上から消して，この反動が候補者
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の乱立を呼んだ大きな理由のーっとい〔える〕。

更に地域別にみれば南側は立候補者が定数すれ

/¥であるのに，北側は乱立している。大きく
〔へ〕

開発が立おくれた北側の住民の要求が村政え自

分達の要求を持ち込んでくれる候補のかつぎ出

しで，乱立を呼んだといえよう。当選圏内百五

十票といわれるのに，有権者二百前後の部落で

二人の立候補は何ケ所もあり，北側はまったく

の混戦状態である。更にもう一つの特長は，現

職議員十四名中立候補はわずか五名であり，村
〔される〕

議会が一新することも間違いなさそうである。

総体的には民主化の雪解けが，大雪崩れとなっ

て村議選に反映したともいえよう。

(1秋川新聞」昭和38年4月28日付〉

この記事にはいくつかの注釈が必要だろう。第

一に， 1部落推薦を主体とした，無投票当選方式

は，その姿を桧原村の政治史上から消し」たとい

う表現は不正確である。 4年前の「村八分」事件

の余震がなお檎原村を揺るがしていた，とみるの

が正しい。次の選挙では，無投票ではなかったも

のの，再び部落推薦制がほぼ全面的に復活してい

る。無論，この制度が徐々に力を弱めていくこと

は事実だが，長い間に培われた村のこの種の慣習

は，たった一回の事件で、根こそぎにされるほど脆

弱ではありえなかった。第二に，南北対立の問題

である O 檎原村は，浅間尾根を挟んで北秋川周辺

の地域と南秋川周辺の地域に大きく二分される。

相対的に，南部の方が交通の便もよく，人口の点

でも経済的にも恵まれた状態にある。対立の存在

は当然の結果だといえよう。中村正巳現村長も，

「檎原村は一つの村というよりも連合村で，かつ

ては南と北とで嫁入りはないといわれるほど，南

北地域の対立抗争は激しかった。今も行政面で種

々の問題を抱えている」と語っている。昭和42年

の奥多摩有料道路建設問題を検討する際，この対

立抗争の現象面の一つに触れてみたいと思う。槍

原村を北秋川周辺(北部)，南秋川周辺(南部)，村

役場周辺〈東部〉に三分すると，昭和38年の村議

選において，北部の立候補者は 11名(内7名当

選)，南部が4名(全員当選)，東部が5名(内3

名当選〉となり，北の乱立は歴然としてくる。東

部の立候補者がその分，割を食ったように思われ

る。第三に，多数の新人の立候補という点につい

てだが，立候補者20名の構成は，現職5名，元議

員2名，新人13名というものであった。但し新人

13名の中には例えば大谷正子氏のような人も含ま

れている。

こうして，この年の村議選は「史上空前絶後の

選挙戦J(1秋川新聞」昭和38年4月28日付〉とな

った。結果は次のように要約される。

過去十二年間部落推薦，無投票当選の方式をと

って来た桧原村の村議選は，桧原村はじまって

以来の乱立を呼び，現議員は吉川哲夫氏，小林

重太郎氏，土屋賢次氏の三氏に元議員が坂本喜

助氏，小泉康作氏の二氏が当選しており，元議

員の坂本喜助は村議二期，小泉康作氏も村議二

期に加えて議長もやっており，議員経験者は大

物議員のみが当選したともいえよう。桧原村の

村議選は交通の不便さと，広大な地域にまたが

っているため，その選挙戦は他の町村に例をみ

ない，特異性と困難さがあり選挙戦を通じても，

せめて道路の開発だけは一日も早く他町村なみ
〔へ〕

になることが文民主化えの一歩ともいえそう，

特に沢又部落は現状では三輪車さえ部落〔の〕

終るところまで入らない状態であるだけにその

ことがのぞまれる。部落推薦が大きくくずれ工

藤氏が失対をパックに当選したということは，
〔ど〕

民主化の雪とけが，工藤氏当選を生んだものと

して評価されよう。

(1秋川新聞」昭和38年5月5日付〉

清水村政時代は，村長選の平穏さとは対照的

に，村議選で矛盾が爆発したという感がある。そ

れを「秋川新聞」のいうように部落推薦制崩壊の

一過程と位置づけることは可能だが 1民主化の

雪どけ」と単純に評価してしまうことは必ずしも

適切ではない。二度の村議選は，過疎村特有の身

を切るような選挙戦の本格的な始まりの前哨戦と

もなってしまうので、あるo
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3. 小泉村長時代前期

小泉康作氏の村長在職期聞は，昭和42年5月か

ら昭和58年4月までの16年間である。ここでは，

そのうちの前半の2回の選挙(昭和42，46年〉を

中心に検討を進める。

昭和42年の選挙について語る前に，同年3月に

一つのクライマックスを迎える奥多摩有料道路建

設問題に触れておこう。『檎原村史』は，着工に

至る経緯を次のように伝えている。

東京都では昭和二十一年五月に，都観光協会を

再発足させた。さて，桧原村の浅間峠は平くか

ら風光明娼で、知られていたが，戦後早くも観光

面に着目していた大多摩観光協会の一行二十五

名が，昭和二十一年十一月六日に小河内から桧

原を訪れた。一行の中に，吉川英治氏も加わっ

ていた。昭和二十三年九月十日には小河内ダム

の工事が再開され，秩父，多摩地区の国立公園

指定の動きが活発となり，昭和二十五年七月十

日にその指定を受けた。この国立公園内にある

上川乗から数馬までの道路は都道の認定がな

く，地区住民は不便をしていた。昭和二十六年

八月七日に東京都告示第八九七号によって五日

市小河内線(都道三三九後一二O六号〉として
都道認定をされた。その後，南郷，人里，数馬

地区の有志は，数馬から鞘口峠を経て奥多摩町

を結ぶ産業，観光道路開発を目途とする「三頭

山，鞘口峠改修促進委員会」を結成した。中村

光則を委員長として，その活動を開始したのは

昭和三十二年一月二十一日であった。北谷は昭

和三十一年四月に小岩以西の「改修促進委員

会」を発足させ，共に現地視察などを行った。

時の村長土屋敬ーは南北道路改修の陳情書を都

へ提出した。都では南北都道のどちらかを先に

するようにと決定を村に一任した。南北両地区

とも互いに運動を始めた。南谷は以前の府県認

定の苦い経験から，三地区が団結して活動を進

め青梅在住の飛田東山氏に協力を頼んだ。南郷

は議長山本泰，人里は村議小林重雄，数馬は村

議中村光則が中心となり連携をとった。北谷は

大谷重義助役が先頭にたったが，運悪く良き協

力者，理解者がなくて，孤軍奮闘に終わった。

南谷は都，建設省及び道路公団等への陳情を数

十回行うという一致した行動により，有料道路

起工地は数馬大平に決まった。

こうして奥多摩有料道路のルートをめぐる対立

は，南部地区の大勝利に終ったが， 1秋川新聞」

はこの南北対立の影響が都議会にまで及んだこと

を報じている。

桧原と奥多摩湖を結ぶ有料道路の建設は，この

程開かれれた都議会で，総工費二十六億五千万

円を投じて，二ヶ年計画で完成することを決め

たが，この都議会で決定する寸前¥¥黒い霧"な

どのうわさで難行した事がこの程明らかにされ
〔に〕

た。この原因は，この計画を反対する一部のも

のが①知事選挙のための公費の乱用だ，②京王

や土地会社のための道路だ，③この陰に黒い霧

がある，④地元民は道路計画に反対している，

等の悪質デマを流した為である。しかし都側で

は rこの道路は，きのうきょう始まった利権
道路ではない，著しく立遅れている奥多摩地方

の産業開発の大動脈として，地元の要望に従っ

て建設するもので，単なる道路とわけがちがう」

と反論大要次の如く事情説明を行った(後略〉。

(1秋川新聞」昭和42年3月12日付〉

「悪質デマ」の発生に，槍原村の北部地区の人

々の意向が絡んでいたという明確な証拠はない。

また，美濃部都政誕生の直前にあたるこの時期，

伏魔肢という非難を浴びせかけられていた都庁自

身の事情もあったかもしれない。しかし，数馬大

平を有料道路起工地とすることに最も不満を感じ

たのは檎原村北部地区の人々だ，とほぼ確実に断

定できること r悪質デマ」の一つの柱が，地元
民は道路計画に反対しているという内容であるこ

と，などを考え合わせると，都議会の混乱が北の

意向と全く無縁のところで、起ったとは思われな

い。『村史』も，将来の融和に期待するという表

現でこの対立の激しさを認めている。
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この有料道路開通により，南谷の道路は一新さ
〔同〕

れた。昭和二十九年から同年四十四年までに視

察に来村した郡，都，国の関係者は三十三団体

に及んだが，南谷は一致してこれを受け入れ

た。桧原村は常に南北二線に災され，相争う結

果となる。村全体のビジョンのもとに共に協力

し，おくれた地区は全村で、応援，協力して遅れ

を取りもどし，ともどもに繁栄させる大乗的立

場が志向されて良いと思う。

このような『村史』の期待とは裏腹に，北部は

僅か2週間後に猛烈な逆襲に打って出る。昭和42

年の村長選で，現職の清水保書氏に対する強力な

対抗馬として北部出身の小泉康作氏の登場した背

景には，この根深い南北対立の歴史があったこと

を最初に指摘しておきたい。

昭和42年の村長選は，南を拠点とする現村長・

清水保書氏と北を拠点とする村議会議長・小泉康

作氏の一騎打ちとなった。小泉氏は投票の 1ヶ月

前に立候補声明を発表している。全文を紹介しよ

う。

本年四月行われる桧原村長改選に出馬するよう

有志の方々から再三強い要請がありましたので
(oJ 

立候補を決意致しました，立候補を決意するに

際し，私は村の歴史と現状を考え，特に昭和二

十二年に地方自治法が，法律第六十七号で制定

され，之が施行されてから今年で丁度二十年目

を迎える訳で，之を人聞に例えると地方政治が

成人式を迎える時点でもありますが，果して住

民の方々は成人御目出度うと祝福して下さるか

どうか，此の二十年間に村の政治が如何ように

行はれ村政を通じて村民にどのような福祉と，

繁栄とがもたらされたかを振り返って真剣に考

え，又先輩諸賢が明治，大正，昭和，と村の為

にどのような努力を払われどのように尽された

か，その意義と，歴史とを，併せて考えてみま

した。それは此の機会にもう一度村の実態をみ

つめ，地方自治の民主々義的意義を十分かみし
(，J 

め〔る〕ベき重大な時機であり。私は一身を投げ

出して村民の要望に答えようとしたからであり

ます。選挙は民主々義の基本の制度で、あり，選挙

民の自由の意志によって，人を選ぶことに選挙

の意義があるのでありますが，昭和三十四年，
〔亙〕

三十八年の村長の改選をみると二回に亘り無投

票に終り，そのため住民は選挙に積極姿勢をと

り，選挙を通じて村政に参加することが出来な

かった訳で、す。特に若い人の力を村の政治に生

かせなかったことは遺憾であります (oJ二回に
〔亙〕
亘る無投票の結果は村の政治，行政によどみが

出来，人事にていたいを来たし村の執行機関の
〔椅〕

二つの長の机子に身内縁者が就任する事態が起
〔矛〕

き，其の他村政上幾多の予盾を生んだのであり

ます。このようなことが三期，四期続くと前進

どころではなく足踏みをし，村にボーフラが湧

いてしまうことにもなりかねないのでありま
〔長〕

す (oJ此の四月の村町選挙は村にボーフラを湧
〔矛〕

かさない為と予盾を取除く為にも極めて重大な

意義があり，より重要なことは，村を愛し，村を

想う村民一人/¥の自覚と，力の結集によって

人心を一新し，政治に劃する姿勢を正すことで

あり，村民の多数も之を望んでいると確信致し

ます。私は斯様な村の現況を見つめある意味で

は曲り角に来たと云い得る。村を正しく公平に

前進させ，村内のあらゆる面の格差の是正を図

り，馴れ合い政治を排除し明るく住み良い村の

建設に村民の福祉と，繁栄とを図る決意であり

ます。私は健康にも恵まれており，昭和二十二

年より三期村の議員の席にもおりますので，村

内外事情と，村の封外関係等も知っております

ので，今後之等を基礎に政見を発表する機会を

考へておりますが選挙はあくまで明るく正しく

政策本位で有権者の批判と審判を仰ぎ度いと思

っております。

(i秋川新聞」昭和42年3月26日付〉

村政の危機を訴え，現職の清水村長に闘いを挑

んだ小泉康作氏はこの時47歳， i秋川新聞」はその

人柄を紹介する次のような記事を掲載している。
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「馴れ合は政治を排除して明るい住み良い村を

建設しよう」と清水氏の三選をこばむため，俄

然立候補した小泉康作氏は，曲った事が大きら

いと云う正義の人，それだけに地区住民からの
〔屈〕

信望も厚く，議会では，圧力に曲せず，欲に片

寄らない公平な審判をくだし，名議長ぶりを撰

揮している[0 J 1死んだ気でやれば，恐しいも
のはなく，何でも出来る」というのは，小泉氏

の持論だが，この精神は海軍特攻隊で養はれた。

政治家になるつもりの彼が勉学中，学徒動員で

海軍へ，更に国の盾として死の道を選んだのだ

った。しかし幸いにも終戦となり捨てた命が戻

ってきたのである [oJこの時小泉氏は， 1ヨシ，

死んだつもりで初心を貫こう」と覚悟をきめた

そうであるが，以来コツ./¥と努力を重ねて，

二十六歳で村会議員になり，議長は勿論のこと

西多摩郡の議長会長まで歴任，次期村長をねら

って出世街道をパグ進している。昨年愛妻を得

て，益々心に円熟さを加え，政治への意欲も激

しさを加えている，どうやら祖父(新平〉ゆず

りの政治タイプらしい。①桧原村政にボーフラ
〔を〕

を湧かすな，②村内のあらゆる面の格差の是正

し，村を公平に前進させたい，③村民の福祉と

繁栄に努力し住み良い桧原村を建設したい，は

小泉氏の主なる主張。

(1秋川新聞」昭和42年4月16日付〉

「村政にボーフラを湧かすな」と清水村長を真

正面から批判した小泉陣営は，その体制作りの点

でも清水陣営を一歩先んじていた。この年の4月

5日，事務局長に大谷重義氏，相談役に清水敬道

氏の就任を決めている (1秋川新聞」昭和42年4

月9日付〉。大谷氏は元助役(昭和27年1月~昭

和35年1月〉で，清水氏は元村長(昭和22年~昭

和30年〉である。相談役に清水敬道氏を得たこと

は，小泉氏勝利の大きな要因となったのではなか

ろうか。なぜ、なら，この元村長は清水保書氏と同

じ下川乗の出身であり 1秋川新聞」に毎号論説

を寄せる，村の言論界の雄でもあったからであ

る。清水敬道氏は，この選挙の直前に間接的な表

現の仕方ではあるが.1町村政の総仕上げなどと

いうのは近視眼的だJ.1住民不在の雲上の政治を

するな」といった政治批判を「秋川新聞」紙上で

展開している(昭和42年3月26日付 4月2日

付など〉。

無論，清水陣営も黙っていた訳ではない。小泉

陣営の同志会の聞かれた翌日 1元郷の橋本旅館

で初の大規模な同志推薦会を聞き，事務長に野村

治家氏副事務長に高取陸之亮氏」を決定した(1秋

川新聞」昭和42年4月9日付〉。野村氏は元村長

(昭和19年1月~昭和21年11月).高取氏は村議

会議員立候補予定者であったが，どちらも北出身

ではない。出納責任者となった宇田哲氏も，南の

出畑出身の議員であった。

清水陣営は，小泉氏の地盤の北部に食い込むこ

とができず，前述した南北対立の問題で批判さ

れ，村内には「清水村長は有産階級出身だという

不満が強かったJ(清水俊光元助役談〉というか

ら防戦一方の戦いを強いられたものと思われ

る。「秋川新聞」も.1桧原の村会議員の選挙は告

示のギリ~になって沢又の回之倉よしのり民と

小岩の山口寿雄氏の二名が届出を出した為，予想

を上廻って二名の超過となり，矢張り激しい選挙

戦となった [oJこうなると各候補者は，自分の身
〔精〕

を守るのが勢一杯で従来なら当然現職の村長のた

め一肌ぬぐべき人達もその余裕がみられず現村長

清水保寿氏は比較的不利な条件で現議長の小泉康

作氏の挑戦を受けているJ(昭和42年4月23日付〉

と報じている。

結果は.37票差という僅差で小泉氏の勝利とな

った。見方を変えれば，これは北の怨念の勝利で

もあった。以後，檎原村では北部がはっきりと政

治的優位を確立することとなり，小泉村長を中心

として村内派閥的な政治団体・清和会も誕生す

る。清和会については別に論じることにするが，

この会はまるで「ボーフラ」のように組織を拡大

させ，長きに亙って村政を牛耳っていくこととな

るのであるから，小泉氏の当選を，新しい力の勝

利というような単純な常套句で評価してしまうこ

とはできないであろう。
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昭和42年の村議選も，前に引用した「秋川新

聞」に示されているように，少数激戦の選挙とな

った。次のような選挙情勢の分析がある。

一方村議選の方は，これより一歩おくれて，ょ

うやく一部を除き部落推薦で出馬する顔ぶれが

出揃った状態で、あるが，去る七日桧原村役場で

聞かれた選挙説明会で，候補者同土や事ム長同

士が顔をつき合されると村特有の消極ムードが

ー勢に消えて競争意欲が燃えあがり村は一挙に

選挙戦ムードに包まれた。そこで，村議選に出
[， J 

馬する顔ぶれを各地区別に拾ってみると占矢張

り桧原では，現職の再出馬組が多く，数馬の中

村光則氏，小岩の小林太栄氏，大沢の浜中大治

氏，それに神戸の大谷喜久雄氏が相次いで部落

推薦の形で初名乗りをあげると，前回の選挙

で，部落推薦のろう習を破って初当選した工藤

剛氏が続いて立候補声明を行って又桧原の選挙
(0 J 

に新風をまき起している，このあとを現職組の

清水秀博，峰岸進，吉沢広の三氏の声も強く聞

こえるので，これを含めると現議員十二名のう

ち八名が再出馬する可能性が強L、。しかもこれ

等の現職組は過去四年間に充分顔を売ってお

り，出身部落の核となっている関係上，出馬が
〔盤〕

決れば万石の強味を撰揮する事は間違いなく，

自由立候補者の行手を大きくはばんでいる。現

在まで，こう云った勢力配置図の間で数多くの
〔整〕

新人の呼び声も聞えたが，結局は部落の調正に

あって過半数が消え，残った半数は現職と交代

して出馬すると云った安全なケースをたどって
〔整〕

いる。即ち激戦とみられている地区は調正が出

来なかった地区とみてよく，これには小沢地区
(0 J 

と本宿地区が該当する，先ず小沢地区は前回の

選挙でも三名が立候補し現職の峰岸進氏を残し

て共倒れの苦杯をなめているが，この同じ地盤

から今度は選挙管理委員会の峯岸省一氏 (62)

が同管理委員会に辞表を提出して立候補声明を

すると，三軒隣りの市川喜三郎 (64)さんが，

前回落選した平塚常七氏の身代りのような形で

出馬を決意している。このため峰岸進氏が出お

くれた感があり現在徴妙な心境で状勢を判断し

ている，万一この地区から三人が出馬すると前

回と同様最激戦地となる模様。続いての激戦地

は本宿地区で，元議員の小林重太郎氏が返り咲

きをねらって居り，現議員の工藤剛氏を足元か

らおびやかしている。又こ Lからは今年教職員

を定年退職した下地恒規氏が，教育刷新をスロ

ーガンに出馬する噂が広がると，これより約三

百米離れた，教育委員長の峯岸喜一氏がやはり
(0 J 

話題にのぼり同志の推薦を受けている，七日の

説明会も実弟を代理人として出席させている事

からみて出馬は確実とみられている。一方南部

からは部落の手硬い支持を受けて笹野から出馬

に踏切った民生委員の野村治夫 (43)氏と現農

協常務理事の中村正己氏が数馬部落を地盤にし

て出馬，若手新人として大きくクローズアップ

されている。又同じく新人として下元郷から現

消防団長の高取陸之亮氏 (61)がほど確実とな

ると，同じく副団長の字国哲氏 (50)も南郷地

区をパックに出馬する噂さも伝はっている。又

現議長の小泉康作氏が村長戦に出馬するため空

位となった沢又から田之倉福富氏が出る模様。
〔十四〕

ともかく桧原村議選は定員十二名のところ現在

まで十七名の名前があげられている事からみて
〔整〕

今後如何なる調正が行われでも定員突破は確実

で，無投票当選の夢は先ず考へられない。

(i秋川i新聞」昭和42年4月9日付〉

実際には，ここに名前の挙がった18名中 4名

が立候補を控え，新たに2名の新人の立候補があ

り，定数14を2名超過する選挙戦となった。地域

別にみた候補者の内訳は，北部が8名，東部と南

部がそれぞれ4名である。結果は，激戦だという

指摘通り小沢地区と本宿地区から落選者を生じて

いる。

無投票当選ではなかったものの，全体としては

部落の強制力の根強さを如実に示した選挙戦だっ

たとみることができる。 4年前に部落推薦制を崩
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壊させたはずの自由立候補の波は， r秋川新聞」
が容易に激戦地を特定できてしまう程度のもので

しかありえなかった。が，前にも述べたように筆

者は，たとえ時代錯誤的な思想だと非難されたと

しても，この制度が邪悪だったとは考えない。槍

原村の各部落はこの選挙で8人の新人を村議会に

送り出し， 40歳代の若き候補者も 5名中4名が当

選を果たすこととなるのである。

昭和46年の村長選は，前回苦汁を嘗めた清水保

書氏の弔い合戦となる。清水陣営の副事務長であ

り，この4年間村議会議長を務めた高取陸之亮氏

が小泉村長の再選阻止を訴えることとなるのであ

る。高取氏の選挙準備は早かった。投票の 1ヶ月

前には立候補を声明し，高取氏の地元・東部と選

対の事務長となった清水保書氏の地元・南部を中

心に，着々と小泉村長追い落とし作戦を展開して

いった。高取氏のプロフィールをみてみよう。

檎原村長選に出馬の決意を固めた高取陸之亮
〔遺〕

氏，元村長である故父六太郎氏の遺志をついで

初めての御出陣である。矢張りカエルの子はカ

エルであった。その厳父は一期限りという，桧

原村のジンクスを破って堂々三期も勤めたとい
〔欠字〕
う大人，それだけに誠実と熱情の持ち主だっ

た。その性格をそっくり引継ぎ，吏に新鮮味を

加えた様なのが彼で、ある。それだけに，政界入

りはむしろ遅すぎた感じ，ところが三十五年間

の官僚生活を終えると同時に，今まで押えに押

えてきた親譲りの血が爆発，その年の村議選に

は，おそまきながらおどり出してしまった。と

ころが大量得票で初戦を飾ったばかりでなく，

初議会ではチヤツカリ議長の席におさまるその

変身ぶりには高取氏を推した同志でさえも驚い
〔経〕

た程だった [oJその高取氏が四年を経たない今

、、次期村長"を目ざしてパグ進している。思え

ば順調すぎる程順調なお話かも知れない。しか

し，今の彼は水を得たかえるのように議会に又

は村政に〔縦〕横に活躍して居り，その実力は

ベテラン議員をもしのぎその飛躍力は大きくた

くわえられた [oJもう柳の木は目前にe迫ってい

る[oJ高取陸之亮氏の経歴明治三十八年十二月

生れ(現在六十五才〕高等小学校卒業以来家業

に精進昭和十八年より同三十九年まで農林省食

糧事務所に勤務，その間桧原村消防団に四十五

年勤め十六年間団長の役割りも果した [oJ又，

桧原村の会計監査委員もしていた。

cr秋川新聞」昭和46年3月28日付〉

小泉康作氏が再選を決意し，本格的準備に入っ

たのは，投票のほぼ40目前のことである cr秋川
新聞」昭和46年3月21日付〉から，村を南北に分

けての，この宿命的な選挙の序盤戦は，現職の強

味を発揮する小泉氏と用意周到さで勝る高取氏と

が全く互角の形勢で戦いを進めていった。

東京一静かな村として知られている桧原村は，

今村長選と村議選を同時に迎えて，騒々しさが

山に「こだま」している。先ず村長選は，現村

長の小泉康作氏の出馬に対して，二選回止をめ

ざして出馬した現議長の高取陸之亮氏が桧原を

南北に分けて激しく闘っている。小泉康作氏が

北部で圧倒的な勢力をもち，高取氏の進出を一

歩も譲らない態勢でいるのに対して，高取陸之

亮氏は，地元の下元郷を有利に固める一方，前

回の選挙で苦杯をなめさせられた南部の人達の

支援を得て，小泉氏と五分の対決をしている。

まだ票読みは早いが，選挙通の話によると，ど

ちらが勝っても五O票内外の差できまるでしょ
うと言っている。

cr秋川新聞」昭和46年4月11日付〉

しかし，選挙戦も終盤に近づくにつれ，次第に小

泉氏有利という情勢がはっきりしてきたらしい。

投票直前， r秋川新聞」は「孤独の村長選挙小
泉の攻めに高取の守り」という見出しの記事を載

せている。

村議選挙と村長選挙が同時に行なわれる桧原村

では，今村長候補を含め，二O名の候補者が入

り乱れて激戦している。昔ながらの選挙が破ら

れて，村始まって以来の激突だけに，狭い谷は



154 総合都市研究第28号

文字通り騒音そのもので，候補者の声は聞きと

れないまま，むなしく山に突き当って消えてい

る。そのにぎやかな選挙戦の中に村長候補に立

候補した現村長の，小泉康作氏と現議長の，高

取陸之亮氏は孤独の選挙を行なっている。当

然，現職の村長，議長だけに支持層は多くあ

り，村を二つに分けて激戦が展開されるであろ

うが，村議選が同時のため，頼みの有力者は自

分の選挙が精一杯で応援どころではないと言っ

たのが本音。万一村議の候補者が正面きって一

方の村長候補を応援しようものなら，持ち票の

減点はまぬがれないとあって，村の有識者はた

だ腹芸だけで村長選のなりゆきを心配そうに見

守っている傾向である。現在のところ，小泉対

高取氏の一騎打は，昔ながらの南北戦争となっ

てきた。現職の小泉氏は北部の絶対的な支持を

受けて，高取氏に挑戦しているのに対して高取

氏は，地元東部を有利にまとめる一方前回苦杯

をなめた清水保寿氏を事務長に押し立て L南部

を一本にまとめようとしている。今のところ優

れつはつけ難いが南部で

て高取氏の守りとなつている。

(1秋川新聞」昭和46年4月24日付〕

結果は小泉氏の圧勝であった。そうなった要因

はいくつか考えられる。まず，小泉村長の4年間

の実績が， 1農集電話(農村集団電話のこと)，給

食センター，南部道路の優先などを通して深く南

部にも浸透して」いたこと (1秋川新聞」昭和46

年5月2日付〉を指摘しておきたい。高取陣営が

「秋川新聞」で名前の紹介されるような，北の有

力者を結局組織できなかったのに対し，小泉陣営

は前回同様，清水敬道元村長の全面的なバック・

アップを受けていた。清水氏自身 1私は桧原で

は小泉候補を支持し，更に娘婿の大久保が立候補

しているo小泉候補への応援から反対派の妨害

で，大久保は落選するのでは無いかと心配した

が，全くそうした事も無かったと見えて当選させ

て頂き， 本当に感謝していますJ. と今回の選挙
での精力的な動きを「秋川新聞J(昭和46年5月

2日付〉紙上で認めている。高取候補側は，早く

から準備を開始しながら，相手の牙城に橋頭壁を

築くという選挙の鉄則を貫くことができなかった

といえよう。

また，高取氏は小泉村政をほとんど批判せずに

選挙戦を戦ったらしし、。「秋川新聞」に紹介され

ている両者の政策の柱は，表現の仕方と順序を変

えただけだといっても過言ではない。実はこの

時，町村合併問題が再びクローズ・ア y プされて

おり，槍原村では村長の意向と村議会の意向に徴

妙な食い違いが存在していたように思われるのだ

が，議会議長だった高取氏が二つの問題で、積極的

な攻勢をかけた形跡も全くみられない。町村合併

問題については，この節の終わりで槍原村の選挙

の特質を考える材料として再検討してみたいと思

う。 4年前，小泉氏が「村政にボーフラを湧かす

な」というかなり過激なスローガンでデビュー戦

を飾ったことを想起すれば，昔の怨念で出ていま

すといった感じを最後まで払拭できなかった，高

取氏の選挙戦術のまずさは余りにも明白であろ

う。因みに高取氏の選挙スローガンは「私心をす

で奉仕者に」であった (1秋川新聞」昭和46年3

月28日付〉。これでは，村長選に立候補するまで，

議員であった高取氏は私心を捨てられなかったか

のように響いてしまうではないか。

清水敬道氏は，小泉候補当選の祝辞の中で，大

略次のような結果分析を行ったという。

小泉候補が何故勝ったか，高取候補がなぜ負け
〔か〕
たが，その理由を追求して見たい。これは今

後，村長，村会議員に立候補する方のご参考に

なるかとも考えます。第一，小泉候補は何故勝

ったか。小泉氏の学問識見もさる事ながら，実

行力とそれに伴なう実績と，村民の頭が進んで

居り運動に参加する者の，清く正しい選挙を推

進したのへ，多数村民の清き共鳴のあった結果

だと存じます。一方高取候補が何故敗けたか，六

つの原因があると思う。①選挙のやり方が古

い，伝統のカラから抜け出して居ない②村とい

う船だか，パスだかを出そうとするに方向の決

まらぬはずがなし、。みんなのいない所でどうな

るだろう。その方向をむずかしく言えば政策
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だ，これを持っていない。③応援弁士が村の人

の頭より遅れて居てカピの生えた意見を述べて

いる。高取氏の為にお気の毒だった。④街頭演

説が内しょ話式で，対手側には聴かせられない

のを平気で、言っている。⑤隠居仕事に村長の職

が適している。そんな生やさしい村長職である

とL、う認識不足がた Lっている。⑥議長たるの

責任の自覚が足りない，と結ぼれた。

(i秋川新聞」昭和46年5月2日付〉

清水敬道氏は小泉村長支持クゃループの一人であ

るから，その発言が反対陣営に厳しいのは当然だ

が，高取氏が村の人々にどのようにイメージされ

ていたかをよく物語る資料であることは確かだろ

う。

昭和46年の村議選も，候補者の乱立する選挙戦

となった。「秋川新聞」は，投票1ヶ月前の情勢

を次のように分析している。

(前略〉一方村議選は，いつもならば部落毎の

〔整〕
調正があって，候補者が出揃うのは公示前ギリ

ギリであるが，今年あたりから因習打破の芦が

強く，自由立候補が目立って多くなっている

為，これに刺激されて顔ぶれは例年より早〈浮

びあがっている。本社の調べによると，定員十

四名のところ，すでに出馬確定は十六名，更に

四名の顔ぶれが浮かんでいることから，定員の

超過は確実。桧原始まって以来にぎやかな選挙

戦になる事が予想される。先ず出馬の傾向とし

ては，現職組の再出馬が目立って居り，はっき

り引退に踏切ったのは，村長選に出馬する，高

取陸之亮氏と字国哲氏，峰岸省一氏，市川喜三

郎の四名だけ，数馬の中村正巳氏は一応引退の
〔薦〕

意向を部落に伝えたが，場合によっては再推選

される可能性もある。この様に現職組の居すわ

る形に対して，一部に可成りの反ばつもあり，

自由立候補が目立って多くなっているのもこれ

が原因していると言っても過言ではないよう
〔整〕

だ。従って部落毎の調正によって安全圏内から

一人の候補者を出そうとする昔ながらの因習は

崩れつつあり，これに変って，部落同志推せん，
〔に〕

有志推せん等の候補者が圧倒的と多くなってい

る事は今回の特徴と言えそうだ。それでは地区

別に，出場が予想される顔ぶれを拾ってみよう

(後略)0 (i秋川新聞」昭和46年3月28日付〉

昭和46年の村議選には， i秋川新聞」の観測と

は別の意味でいくつかの特徴がみられる。第一

に，部落の壁はやはり厚かったということであ

る。今回の選挙で「自由立候補」と形容するにふ

さわしい候補は，萩野要氏と浜中銀之助氏の 2名

に過ぎない。両氏はそれぞれ，村内有志の支持を

得，因習打破の公約を前面に掲げて健闘したが，

共に落選している。「部落有志推せん，有志推せ

ん等の候補が圧倒的」という記事は，勿論嘘では

ない。大多数の候補者が「有志推せん」を表看板

にしていたことは事実である。しかし，それは実

質的にかつての部落推薦と同内容のものだったの

ではなかろうか。おそらく， i有志、推せん」を標

楊した候補者の大多数は，萩野氏や浜中氏の批判

をかわすために，あるいは部落内の反対勢力から

身を守るために，選挙戦術の一貫としてそうした

ポーズをとったのだと思われる。第二に，これは

「秋川新聞」も報道していることであるが，檎原

村で初めて日本共産党からの立候補があった。中

村守氏，檎原地区の支部長で、当時27歳の青年で、あ

った。が，同氏も当選ライン突入まであと35票と

迫ったものの，落選している。第三に，議員の老

齢化が進んだことである。やや先走ってしまえ

ば，これまでの選挙では，当選議員中50歳未満の

議員が昭和38年の7名を最高に毎回常時5.-6名

は存在していた。それがこの年は2名となり， 50 

年2名， 54年2名， 58年1名となってしまう。逆

に， 60歳代の当選者をみると， 34年2名， 38年2

名， 42年3名， 46年3名， 50年4名， 54年6名，

58年7名と着実に増えていく。過疎の急速な進行

が，この数字にもはっきり示されているといえよ

う。

ここで，秋川流域4ヶ町村合併問題を材料に，

槍原村の選挙のもつ性格のー側面について考えて

みたい。
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この問題は，秋川流域地区にとって常に検討を

進めるべき懸案であったが.f本年の四月に待た

ずして三万人になる秋多町では，明年の時限立法

を目標に市制をひく準備をすすめている。これを

聞いた五日市，日の出，檎原の議員団では. Ii市

制をひくなら，秋川流域四ケ町村が合併して広域

市制をひくべきである』と主張，去る一日，五日

市町営止水荘で、 m町村合併議員大会11を開いた」

Cf秋川新聞」昭和46年3月7日付〉という事情

で，この時再び緊急課題としてグローズ・アップ

されたのである。結局のところ，町村合併は実現

しなかったのだが，ここではこの問題自体には深

入りしない。

面白いのは各町村の考え方である。檎原村を除

く各町村の主張を要約すると，秋多町「広域市制

が理想，しかし単純市制も止むなしJ.五日市町

「大同合併で議員は一本化，万一障害のある場合

は，五日市単独もしくは秋多町との合併で市制実

現J. 日の出村「町村合併に賛同，議会内に特別

委員会を早急に作成」となる Cf秋川新聞」昭和

46年3月7日付〉。このように，秋多，五日市，

日の出の3町村は町村合併に意欲的なところをみ

せたのに対し，檎原村だけはひとり消極的であっ

た。

桧原としては町村合併問題については，一，前

向きで取り組む事になったが，悪条件としては，

この四月が村議選となっている。責任を回避す

る訳ではないが，この状態の中で結論を出すの

はむずかしい。もう一つの理由としては，今の

段階では，町村長は正式な話を受け取っていな

い。村民に対してPRもしていないという段階

である。従って前向きの事態はのみ込んでいる

が，今結論は出せない(後略〉。

Cf秋川新聞」昭和46年3月7日付〉

これは，当時の村議会議長・高取陸之亮氏の談

話である。小泉村長は高取氏よりももっと慎重な

姿勢をみせていた Cf秋川新聞」昭和46年3月21
日付〉から，この問題は村長選挙で重大な争点と

なる可能性を秘めていた。ところが，高取氏は選

挙があるから話を進められない，と語ってしまう

のである。同氏は次のような談話も載せている。

四ケ町村の合併は実に理想的な姿であって，勿

論桧原としては異論はないのでありますが，桧

原村は五日市，秋多，日の出と異って特殊性の

村でありますCoJそれは，一，桧原を除いた三

ケ町村は，現在都市計画というきずなでお互に

結ぼれていて融和的であり，色々な面でも話し
〔易〕

も進め安くなっている。残念ながら桧原がこれ

に欠けている事。二，桧原は山に囲まれた村で

地域性，立地条件が三町村と全く異っている。

三，桧原は，四月二十五日に首長の選挙がある

が，これにともなって議員の選挙もある。従っ

て，時間的にみて，合併是非の結論を出すには

最もむずかしく，この短い期間で充分研究し，

調査し住民の意志を充分くみとれる事が出来る

かは甚だ疑問である(後略〉。

Cf秋川新聞」昭和46年3月7日付〉

ニの理由はそれなりに説得的である。が，三

の理由だけは，他の町村が選挙のことになど全く

触れていないだけに一層奇妙である。選挙こそ，

「住民の意志を充分くみとれる」最大の機会では

なかったか。もしそうだったなら，時間不足を意

欲が解決してくれたかもしれないのだ。

筆者が，槍原村の選挙をフェスティバルだと称

した理由もここにある。この村の選挙は，政策論

争の場ではなく，時の緊急かつ最大の課題をも吹

き飛ばしてしまうほどの熱気と喧騒だけを身にま

とっていたので、あった。

4. 小泉村長時代後期

きていよいよ，昭和50年代前半の2回の選挙に

ついて検討を加えたし、。

昭和50年の村長選挙は，無投票当選で小泉康作

氏の 3選が決した。過去2回，南との対決に打ち

勝ってきた小泉村長の力が極めて強力だったこと

の証左であろう。水面下の動きすらなかったとは

考えにくいが，残念ながら「秋川新聞」には記事

がない。昭和50年の「秋川新聞」については，こ
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れを発行している新五日市社に保存されておら

ず，清水俊光元助役の手元に残されていたものし

かみることができなかったのである。それから判

断する限り，この時期の「秋川新聞」に村長選に

関する独自の記事は存在しない。僅かに，村議選

立候補者の人物紹介の記事の中に， I~村議員より

村長に立候補するのでは……』と噂が高かった大

谷喜久雄議員J(昭和50年4月6日付〉という一

文がみられるだけである。小泉村長の全盛時代到

来，とだけ書いて話を次に進めよう。

この年の村議選は定数を2名超過する少数激戦

となった。その最大の特徴は，党派を鮮明にした

候補者が初めて当選を果したことである。

今日，告示を迎えた桧原村議会議員の選挙は，

定員十四名のところ，最後に立候補声明をした

大谷佐太郎氏を含めて十六名，二名の超過が確

実となった。一見二名位の超過では比較的楽な

選挙では……とみられる人も多いが，どうして

桧原という特殊事情の選挙区だけに村をあげて

の激しい選挙戦となりそう。従って地縁，血縁

という昔ながらの風習選挙の中に今年は共産

党，社会党，それに公明党という全国的な性格

を持つ公認候補が現われ，部落という地盤を大

きく揺〔さ〕ぶっているからである。選挙管理委

員会の話によると村の有権者数は三三O九人で
あるので投票率九Oパーセントとみても安全圏
内は二一三票，一票の重さは実に大きい。

(1秋川新聞」昭和50年4月20日付〉

政党公認の候補者を得票順に紹介すると，社会

党の高橋兼七氏，公明党の峰岸顕氏，共産党の中

村守氏となる。高橋氏は西東京パス労組の支持を

背景に，村内の革新票を組織して2位当選を果し

た。峰岸氏も， 1桧原始まって以来の公明党公認

候補だ。それだけ未知数だが檎原全村に 120世帯

の創価学会の信者があるため，常識的に判断すれ

ば当選は固いJ(1秋川新聞」昭和50年4月6日付〉

との予想通り，当選。血縁よりも信仰の方が厚い

ことを示したので、ある。中村氏は前回よりもさら

に20票近く得票を伸ばしたが，当選ラインには及

ばなかった。

このような全村対象型の候補者の登場は，従来

の部落密着型の候補者の運動範囲を拡大させる効

果をも有したらしい。清水敬道氏は， 1選挙戦を

かえりみて」と題して次のように述べている。

(前略〕今度の選挙で強く感じたのは，選挙運

動が大げさになり，派手になり大がかりの費用

を要したのではあるまいか。特に今後の選挙に

大いに考えるべきは，金のかLらぬ選挙と，連

呼の騒ぎを改めたらと思えてならない。 100

でございます。頑張っていますJ100をよろ

しくお願いしますJ100です」と。この連呼
でどれだけ効果のあるものか。かといって立候

補者中唯一人だけ連呼をやらずに居た，却って

お高く止っている。入れてやるものかとなった

ら大変だ。矢張り大勢に従うこととなるのが落

ちとなり，その上A候補は二回来たのにB候補

は一回だ (oJその話しが伝わるとB候補は三回

にする。それを聞いてA候補は四回行く。ます

ます騒ぎに拍車をかける。こうした騒ぎを避け

る為には，候補者の自粛協定が必要だが，さて

出るものかどうか。こんなムードは改めたらと

思えてならない。無駄な金を使わせず，当選し

て出たら充分に働いてもらうべきだと思う。金

を使わせた上に働けは無理だ。そうした無理は

非民主的な話で，結局は名誉慾か私慾への代償

を得る気になって肩書きだけが汚職へ転落する

ことともなる。何としても今の姿の選挙体制で

は，えらく金のかLることは事実である。代表

を出すのだという有権者の自覚が先決である

(後略)0 (1秋川新聞」昭和50年5月4日付〉

候補者が部落外へ飛び出していったことは，得

票面からも窺うことができる。例えば，千足出身

の峰岸喜一氏は，茅倉，千足両地区を合わせても

「五十九世帯という小さな部落J(1秋川新聞」昭

和50年4月6日付〉であったにもかかわらず， ト

ヅプ当選を果している。また，数馬上から立候補

した大久保多喜夫氏も，新馬下地区と「合せて約

八O世帯J(同前〉という基礎票を大幅に上回る
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得票で3位に食い込んでいる。

だからといって，部落の強制力が必hずしも弱ま

った訳で、はないから事態は複雑である。「秋川新

聞」の愛読者のページに.1村を愛するKJとい

う人物の，選挙の実態報告が掲載されている。

私は桧原のある住民に話された事を要約してこ

与に記して桧原の村民に訴えたい。今度行なわ

れた地方選挙を顧みてうんざりさせられた。特

に桧原の村議選はその最たるものであろう。朝

から晩まで 100でございます頑張っていま

すJ100は村のために働きますJ100をよろ

しくお願いします」の連続である。政見らしい

所信を述べた候補はー，二にすぎない。それで

は私達は選びょうがないのだ。私は仕方がない

から最も多く街頭で所信を表明した候補に投票

したわけだ。ところが都合がよいことに(候補

者にとって〉部落推せんという言葉である。自

由立候補したはずの候補者が，何時の間にか部

落推せんの候補であるととぼけて地区住民に圧

力をかけ選挙事務所へ顔を出さないと，異端者

扱いで、ある。驚いたことには00さんは00候

補の親戚であるから.00に投票であろう。 O
Oは公明党の親せきがあるから.00はノミスの
運転手だから社会党候補だろうとうわさを流

す。その上にリストを作ってそういう家庭に常

に監視員を廻らせる始末。民主々義に公然と挑

戦する選挙手段である〈後略〉。

(1秋川新聞」昭和50年5月25日付〉

全体としては，全村対象型の候補者に奪われる

部落内の票を補うために，部落密着型の候補者も

外へ打って出たとみることができる。その際大部

分の候補者は，部落内外で部落推薦というブラフ

と自由立候補という仮面とを巧妙に使い分けた。

必然的に，この村の選挙はフェスティパルとして

の色彩を一段と強めざるを得なかったであろう。

ここでも，やはり過疎は悪循環を操り返してし

まった。全国政党に所属する候補者の出現は，選

挙を政策論争の場へと転化させる起爆剤とはなら

なかった。それどころか却ってそれは，過疎村特

有の選挙風景を常態化させる役割を間接的に果す

こととなるのである。

昭和54年の村長選挙は，村に深い傷痕を残す苛

烈な戦いとなった。議長対村長の対決という点で

は従来の選挙戦と同形式だが，議長の大谷喜久雄

氏も村長の小泉康作氏も共に北部出身なのであ

る。前回も立候補の噂があった大谷氏の，今回に

賭ける意気込みには並々ならぬものがあった。

昨年の秋より村長選挙に出馬の決意を固めてい

た桧原村議長の大谷喜久雄氏は，ベテラン小泉

村長を向うに廻して着々地盤づくりをすLめて

いる。すでに，大谷喜久雄を励ます会を後援会

に切り替えた大谷陣営では，その会長に高取恭

康氏，同副会長に嶋崎甚吾氏をきめ，更に選挙
〔野村〕

事務長に笹平の村野治男氏，相談役に前回の選
〔陸之亮〕

挙戦で惜敗した高取亮之助氏を加える等万全の

足場固めをすLめている。だが大谷喜久雄氏が

出馬する北桧原の地盤は，現小泉村長と同じ地

盤であり，文字通り身をさく様な厳しい戦にな

る事は必至であり，早くもその焦点は，桧原東

部と南部の動きに移っている。この点大谷陣営

は，先ず南桧原の玄関口である野村治男氏(前

村会議員〉を要めに，前村長清水派の起死回生

策に出て居り又東部では小泉氏の宿敵高取派を

固めて雪じよく戦にいどむ姿勢を示している。

一方これに対して現村長小泉康作氏は，さすが

チャンピオンらしく三期十二年の実績にものを

云わせて，表面的には冷静に受け止めている

が，その心中は厳しいものがある様だ。ともか

く，小泉村長と大谷議長とは同郷でありながら

政策的には犬猿の仲であり，村議会での応答ぶ

りは目をそむける程のもので、あったが，今回の

選挙では村民を巻き込んで、決着をつける形にま

で発展しそうである。

(1秋川新聞」昭和54年2月4日付〉

この選挙以降，北と南という対立の図式は通用

しなくなる。代って，清和会・村友会を名乗る村

内派閥の対立・抗争が激化するのだが，そのこと
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についての解説は次節に譲り，ここでは経過を追

うことに専念したい。

準備段階で遅れをとった小泉陣営も，間もなく

急速に迎撃態勢を整えていく。小泉氏が立候補の

決意を正式に表明したのは 2月19日のことであ

った。

桧原村長選挙で大谷議長に先手を取られた格好

となった現村長小泉康作陣営では，村長の病気

回復も相いまって再出馬の要請をしていたが，

小泉村長は熟慮の末，去る十九日聞かれた「小

泉康作を励ます会」で正式に立候補を声明，ハ

ツキリと大谷議長と対決する姿勢を示した。こ

の日会場となった井戸川荘は，大野実氏を始め

全村からの支援者で埋まり，日々に現村長の功

績と実績をた与えたあと小泉村長の再出馬を強

く要請したものである。小泉康作氏の立候補声

明次の通り。皆さまのご支援によりまして，こ

のたび村長選挙に立候補の決意を固めました。

過去十二年間いろいろとやってきましたが，私

にはまだやりかけた仕事がし、っばいあります。

その最大のものとしては，日本セメント所有の

山林を買収し，桧原小学校の校舎を建設するこ

と，現在の診療所の先生のアドバイスもあり，

ぜひ実現していきたい。さらに観光農園の拡充

なども考えていきます。これらの仕事を進めて

いくため皆さんの強力なご支援をお願いする次

第であります。

cr秋川新聞」昭和54年2月25日付〉

今回の村長選の特徴は，大谷，小泉両陣営が互

いに全村ネットの後援会を組織して戦ったという

点にある。大谷陣営には， r秋川新聞」も述べて
いるように昭和42年の挑戦者・高取陸之亮氏とそ

の支持グループ。が全面支援の体制で、加わった。後

援会副会長の野村治男氏は過去2田村議選に出馬

しており，何れもトップ当選とL、う実績の持ち主

である。大谷氏自身が北の有力者であることを考

えれば，小泉村政を打倒する最も理想的な戦陣の

一つだといえよう。小泉氏の後援会も実に強固で

あった。それは，後援会会長・浜中大治氏(前村

会議員〉のもとに，全村を6地区に分け，それぞ

れに副会長をおく，というものである。さらに総

務部長・広報部長も公表されており，全村で同時

に選挙運動を展開できる体制であったことがわか

る。「秋川新聞」も「強力な組織作りに成功した」

と評価している(昭和54年2月25日付〉。

但し，先の引用に「小泉村長と大谷議長とは同

郷でありながら政策的には犬猿の仲」とあるが，

この選挙戦が果して政策をめぐる言論戦になった

かというと，それは甚だ疑問である。「秋川新聞」

には両者の主張を紹介する記事はなく，小泉氏自

身も「政策論で相対するつもりでいたが，相手が

政策論争できなかったJcr秋川新聞」昭和54年4
月26日付〉と，大谷氏に責任を転嫁する形で，政

策論争のなかったことを認めている。この年の村

長選挙もまた，村の針路や当面する課題について

の賛否などとは全く別個の次元で、争われたので、あ

る。

結果は， 42票の小差で小泉康作氏の勝利となっ

た。

日頃は静かな山村を，熱狂の渦に巻き込んだ，

桧原村選挙も，二十三日に開票されて村は元の

静寂をとり戻したかにみえるが，村長選では当

落のその差四十二票という僅少差であり，宿命

とも云えるこの村の選挙戦，今回も後遺症が長

く残りそうである。自治体のよりよき運営を任

せる適任者を選ぶことをそのねらいとして，住

民に与えられるところの選挙の投票権も，しば

しばゆがめられることがあるらしく，その度に

後に多くのしこりを残すのは，この村の特異性

とのみ即断はできないだろうが，ある人は小泉

村長が初当選した十二年前のときの相手であっ

た，当時の村長清水保寿氏の復しゅう戦である

と半ば公然と云っていたという話しをきいて暗

然としたものである。……選挙は選挙として，

結果選ばれた人に対しては一致協力して盛り立

てていく，そうした新しい時代の理想の実現に

はまだかなりの時聞がかLりそうな，古いしき

たりの臭いの残る山村はいま冬の衣を脱いで，

春一色の美しい装いをこらして刻の歩みをつづ
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けている。

(1秋川新聞」昭和54年4月28日付〉

この選挙は，村に極めて錯綜した対立をもたら

すことになった。村役場もその対立から自由であ

ることはできず，役場内部での凄まじい報復人事

も日常茶飯事のことであったらしい。 4年後の中

村正巳村長誕生時に，村長が「村政の進め方」に

ついてのアンケートを役場の職員全員からとった

ところ，村長自身は政策提言を主に期待していた

にもかかわらず，その大半は人事に対する不満や

希望，懸念で埋め尽くされていたとしづ。それら

を資料として活用できないのは惜しい気もする

が， 1読み進めていくうちに，こんなにも職員た

ちが疑心暗鬼に駆られているのかと目の前が真っ

暗になりました。私は孤立無援なのだと思いまし

た」という中村村長の言葉から，その内容を想像

してほしい。こうして槍原村は，冒頭に引用した

太田忠久『むらの選挙』の描く世界に，ひたすら

着実に酷似していくこととなるのである。

昭和54年の村議選は，それぞれ基礎票をしっか

りもっている精鋭15名の選挙戦となった。「秋川

新聞」の選挙報道をみてみよう。

統一地方選挙まで，余すところ四十余 Bとな

り，今まで静かだった桧原村でも，ょうやくエ

ンヂンがかかったようである。早春の村を歩い

て得た情報をもとにして，以下桧原村議選の下

馬評をレポートしてみよう。この村は従来か

ら，三十の自治会を十二の地区に分けて，各地

区からー~二名の議員を出している地区が三地

区(神戸，南郷，数馬)あり，反面一人も出て

いない地区(下元郷〉もある。それでは各地区

の動向を追ってみると o上元郷，笹野地区で

は，現職の岡田 四議員が，今期かぎりで引退

との噂もあるが，見方によっては，支持者が多

くあれば立候補も……との話しもあるとL、う。

。本宿，時坂地区では，現職の高木卓治氏が早

くから二選目ざして出馬を声明しており，この

地区では他に名乗りを上げる人はなさそうであ

る。南郷〈柏木野，出畑，下川乗，上川乗〉地

区では，現の清水知一氏，と清水正良氏が出馬

の声明をしていて，ここは前回と変りなさそう

である。。人里(和田，事貫，上平，笛吹〉地

区では，現議員の清水清義さんが引退するとの

噂もあるが，一方強力な支持者待ちとの情報も

ちらほらというところである。。数馬(数馬下，

数馬上〉地区は，峰岸顕氏と大久保多喜夫氏二

人が揃って出馬の意志が固まっているようであ

る。次に北檎原地区に目を転じると o千足，

茅倉地区では，現の高木義範氏が立候補を表明

しており。 o三都郷(中里，白倉，大沢〉地区

では，現の峰岸喜一氏が二選を目ざして早めに

出馬に踏み切っている。。神戸地区では，現二

名の両大谷氏のうち，大谷喜久雄氏が村長選立

候補のため，大谷佐太郎氏の一人となりそうで

ある。。宮ケ谷戸，夏地，湯久保地区では，唯

一人の革新(社〉の高橋兼七氏が，引きつづい

て出馬する他に，新人の峰岸長吉氏(保)が名

乗りを上げており混戦もようであり予断を許さ

ないといったところ。。樋里(尾根通，小岩，

笹久保〕地区では，現の小林英雄氏が立つ他に

新人で保守系の大野実氏，共産党から新人の酒

枝Tこかお氏が名乗りを上げていて，一番の激戦

地区となりそうである。。藤原(日向平，中

組，倉掛〕地区では現の峰岸朝則氏が再選を目

ざして出馬が予定されている外は名乗りを上げ

る人はなさそうとのこと……以上が噂をもとに

した桧原村議選の情報であるが，村長選とから

んでいろいろの問題のある地区もあり，もうす

こし時聞をかけないと，確実な情報をつかめそ

うもなく，乞う次週にご期待といったところで

ある。

(1秋川新聞」昭和54年3月11日付〉

15名の立候補者を，昭和50年の村議選と同様の

基準で分類すると，部落密着型が11名，全村対象

型が4名となる。この4名中 3名は部落の代わ

りに政党を基礎にもち，当選を果した。特に共産

党の酒枝尚雄氏は， 1昭和十六年京都に生れ，農

工大学校農学部卒業後， ロッテに入社労働運動の
〔撤J Cで〕

ため解雇されたが徹回のために闘い，ついて依願
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退職にしたというエピソードも持つ闘土J(1秋川

新聞」昭和54年4月1日付〉で，選挙の7ヶ月前

に檎原村に転居してきた，全くの落下傘候補であ

ったが，前回の中村守氏の得票に6票上積みして

この村に始めて共産党村議を誕生させた。残りの

1名は，下川乗地区の有力者・清水兵治氏であ

る。次のような人物紹介の記事がある。

「桧原を赤くしたくない……」と突如名乗り出

た下川乗の清水兵治氏， レツキとした保守派で、

あり前副議長までした大物，議員歴は二期八年

で四年前に後進に道をゆずるために引退した

が，今回の選挙では，共産党が当選する可能性

が強くなった為. 1だまって見て居られなくな

った」と出馬したらしし、。ビッグリしたのは地

元である CoJ狭い部落の上に清水正良氏と隣り
合っている清水兵治氏が立候補された!?.....と

大騒ぎとなった。だが清水兵治氏はさすが先輩

らしく「地元議員を犠牲にさせない」という原

則論があり，全国区から票を集めて当選したい

と云っている。まだ六十一歳の若さ，充分活躍

出来る人だ。 (1秋川新聞」昭和54年4月1日付〉

清水兵治氏は 1桧原を赤くしたくない」とい

う願いを実らせることはできなかったが，公約通

り全村から票を集めて当選を果した。このため落

選の浮き自に遭ったのが，人里部落有志推薦の吉

本勝邦氏である。吉本氏は， 1申し合せにより人

里と笛吹と交代に候補者を出していることから，

今回の推薦結果は両地区に好感を与えて居り，二

部落の結末は一層強く感じられる」候補者で，選

挙時から「早くもその活躍ぶりが期待されて」い

た (1秋川新聞」昭和54年4月1日付〉。しかし油

断もあったので、あろう。全村対象型の候補者に票

を奪われて落選したものである。

総じていえば，この年の村議選も前回選挙と同

様の特徴が指摘できそうである。「秋川新聞」は

「部落推せんの形うすれるJ(昭和54年4月1日

付〉と強調したが，実態はそれとは掛け離れてい

た。候補者の大多数が部落か政党をパ y クにも

ち，部落は万全ではなかったものの，極めて強靭

であることを改めて誇示した。そして唯一の「自

由立候補者」も，政策ではなく，嫌悪の情を剥き

出しにして選挙に臨んだのである。

5. 中村村長の誕生

檎原村の村政を調査の主題とする，この報告も，

いよいよ最後の選挙を扱う段となった。

昭和58年の村長選の検討を始める前に，まず，

これまでにその存在を指摘してきた清和会と村友

会について触れてみることにしたし、。

この 2団体については，調査の過程で生じたい

くつかの困難を予め卒直に打ち明けておく必要が

ある。筆者たちは第一に，この2団体についての

文書資料をほとんど全くといってよいほど，手に

入れることができなかった。何ら公的な性格をも

たない清和会と村友会の資料を村役場が保存して

いる様子はなく， 1秋川新聞」も，それについて

語ることを意識的に避けてきたように思われる。

文書資料を求める，その他の手段を講じなかった

訳ではないが，檎原村の人々は，いかにも胡散臭

そうなヨソ者の要求に快く応じるほどお人好しで

はなかったので、ある。

また，清和会と村友会の責任者から話を聞き出

すことにも筆者たちは失敗している。中村村長の

話から，早い段階で清和会と村友会の存在を掴ん

でいた筆者たち一行は，昨夏7月の本調査の際

に，両団体へのアプローチを試みた。鈴木陸貫助

役を通じて，清和会会長・清水文平氏(清水線材

社長〉と村友会会長・田中己一氏(フラワー電装

社長〕にお目にかかる約束をとりつけたのだが，

翌日出掛けてみると清水氏は不在で，田中氏には

笑顔でとぼけられてしまったのである。一夜にし

て俄かに共同戦線が張られてしまったという感じ

がしないでもない。村の複雑な対立を聞かされて

しまっていただけに，そして中村村長の徴妙な立

場にも気づいてしまっていただけに，この両氏の

余りにあっさりした対応は，筆者たちの調査意欲

を萎えさせてしまった。

従って，ここでは中村正巳村長と快よく長時間

のインタビューに応じてくれた清水俊光元助役の

話を基にして話を進めざるを得ない。両氏共，局
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外中立の立場を保持しており，内部事情を窺い知

ることは不可能で、あった。今思い返してみると，

この両氏以外に接触した村の人々は，目の前から

一刻も早く筆者たちの姿の消え失せることだけを

望んでいたように思われる。

最初に成立したのは清和会であった。正確な成

立年代ははっきりしない。会としての存在が明白

になってきたのは，南の実力者であった清水村長

時代の中期，昭和30年代後半の頃のことであるら

しい。成立原因は，清水村政の南偏重の政治に対

する不満という一点に尽きる。当初は檎原村の北

部のみを拠点とし，北の圧力団体的派閥として出

発する。清水村長がお金持ちであり過ぎるという

批判を利用して南部への浸透を図り，既に述べた

ように，数年の後の昭和42年には.r村政にボー
フラを湧かすな」というキャ yチ・フレーズで小

泉康作村長を誕生させるまでに成長した。以後，

16年間の長きに亙り，政権派閥として役場と選挙

を牛耳ってきた。

この清和会の倣慢が，村友会を生み出す原因と

なる。小泉村長の終期，昭和54年頃に会としての

形を整えたというから，小泉康作氏と大谷喜久雄

氏の全面対決となった，この年の村長選は，実は

清和会と村友会による派閥戦争であったと判断さ

れる。村友会には，当初から過去2回の村長選で

敗北した清水保書氏や高取陸之亮氏など，南部の

有力者が多数参画しており，北の呼び掛けで出発

した組織ではあったが，比較的南部で強かったら

しい。

面白いのは，清和会・村友会の現在の会長出身

地である。北部で、圧倒的な強きを誇ってきた清和

会の現会長・清水文平氏は，檎原村南部の玄関

口・出畑の人であり，相対的に南部を地盤とする

村友会の現会長・田中己一氏は，檎原村北部最大

の人口密集地・神戸の人である。おそらく，黒幕

は別に存在するのであろう。両派閥共，会長とい

う花形的地位に敵陣中の味方を据えることによっ

て，互いに相手を牽制し合っている。この攻撃的

布陣もまた，両者の対立の根深さと活動の盛況振

りをよく示していると考えられるのではなかろう

か。現在もなお，農協・森林組合などの公的団体

さえ完全に二分された状態が続いているという c

昭和58年の村長選は，この対立の一瞬のスキを

縫うような形で中村正巳氏が無投票当選を決め

る。中村氏を推薦する一文から紹介しよう。

中村正巳氏は昭和三十年，三十二歳の若さで村

議会議員として村政に参加。南谷地区人里の無

電灯家屋を解消してその存在が知られ，昭和三

十四年には，吉野郡次組合長中村正巳常務の名

コンビで森林組合の赤字の立直しに活躍し北谷

の奥，藤倉の無電灯地区への電気導入事業に若

い情熱をかたむけ，これを見事に完成しまし

た。昭和三十八年，森林組合長に就任。昭和四

十三年には推されて，農協組合長に就任し，当

時村の最大の懸案であった破産状態の農協の再

建事業に不屈，舞れてなおやまぬ行動力で四面

楚歌の中，東奔西走して，僅か数年にして，そ

の再建を達成，今日の貯金残高三十億円，共済

保有百億円という，新生桧原農協を完成させま

した。この間，農業委員長としても活躍，その

卓越した経営手腕は村民ひとしく認めるところ

であります。更に，全国的な課題である老人福

祉についても，村の先達として，昭和五十六年，

私財をなげ打って老人ホーム桧原苑を建設し，

行政でも手がつけられなかった福祉の分野と雇

用の機会，所得の増大と，一石三烏ともいうべ

き大きな一歩をふみ出し，内外の称賛を浴びて

いる中村氏であります。ひるがえって現在の村

政を見るとき，過疎対策，財源の確保，行政水

準の向上等に，困難な問題が山積みをしていま

す (oJ地方の時代といわれる今こそこれらの難

聞を解決すベく，敢然として立候補の決意をし

た中村正巳氏こそ，新しい桧原村のチャレンジ

ヤ〔ー〕として誠にふさわしい人であります (oJ

首長に必要な資質は想像力，創造性，清潔さだ

といわれています。これらのすべてを兼ねそな

えているのが中村氏であり，それは，今までの

彼の実績と手腕が物語っています (oJ今や桧原

村は地域に合った振興計画を立て.r.ーにもこ
にも実行」と秀れた経営感覚のもとに行政を進
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めなければなりません。中村正巳氏に，どうぞ

皆様方のご理解とご支援を賜わりますよう心か

らお願い申し上げ，推せんのご挨拶といたしま

す。中村正巳後援会会長中村光則

(r秋川新聞」昭和58年4月10日付〉

中村民の村議初当選後の業績は，ここに大体尽

されている。それ以前の経歴は， r秋川新聞」に
「中村氏は大正十二年十月生れ，今年五十九歳の

男盛りである[0J山地主の家に生れた氏は旧制中

学校卒業後軍隊に入り旧陸軍少尉で終戦を迎え，

帰郷してしばらく家業の農林業を手伝っていた

が，警察予備隊(自衛隊の前身〉が設置されるや

入隊して中隊長に昇進した[0Jほどなくして村に
帰り，その後三十二歳の若さで村議に出馬して当

選J(昭和58年3月5日付)とある。

「出馬声明以来，爆発的な勢いで選対組織工作」

を進めた中村陣営には，村友会が全面支援体制で

加わり，公表された「中村正巳後援会役員名簿」

の構成は，村友会顧問6名を含み，全村17ケ所に

支部長をおく総勢98名の充実したものであった

(r秋川新聞」昭和58年4月3日付〉。一方， r現

役村長の小泉康作氏側の後援会の面々も〔着〕々選

挙準備を進め」ており， r余程の事態が発生しな
L 、かぎり激突は避けられない成り行き」であった

(r秋川新聞」昭和58年3月5日付〉。

もう一つ 3月の時点、で泥沼選挙の再来を予測

していた，全国紙の記事を紹介しよう。この記事

は，かなりのスペースを費して檎原村の選挙戦の

実態にも迫ろうとしている。

深い山あいに囲まれた西多摩郡檎原村。村長選

を間近にして村中が早くもわき返っている。

r4年に1度の祭りだ」と村びとははしゃぐ。

現村長と現農協組合長一一実力者同士の対決が

村を二分し，過熱に拍車をかける。村長選には

、、爆弾11 (現金〉と票の切り崩しを防ぐ見張り番

がつきものといわれ，今回も血を血で洗う泥沼

選挙は避けられそうにない。檎原村は人口わず

か四，三四O人(有権者三，二四九人〉。その九

割強は緑の山々で，多摩に残された唯一の村だ。

今回の村長選は五選をめざす小泉康作氏(六二〉

と現檎原農協組合長，中村正巳氏(五九〉の一騎

打ち。小泉氏が「地場産業の振興を図り，過疎

解消に尽くしたい」と五選に意欲を燃やせば，

中村氏も「村の約二割は老人で福祉行政を充実

させる」と組織固めに必死。これまで三回 (50

年は無投票〉の選挙で，農協組合長，副組合長，

監事が小泉氏に挑んだがいずれも敗れているだ

けに，中村陣営にとってはれ敵討ち選挙11だと

いう。血縁関係者の多い同村では，兄弟姉妹が

敵，味方に分かれて激しい選挙を行うことが常

識。今回の選挙では，小泉陣営の責任者の1人

である浜中大治氏と中村陣営の後援会会長，中

村光則氏の奥さんが兄妹の関係で，浜中氏と中

村陣営の選挙事務局長，宇田哲氏の奥さん同士

が姉妹という骨肉の争い。選挙が原因できょう

だし、のミゾが深まり，縁を切る人も少なくなし、。

同村は中央部を東西に貫く「浅間尾根」によっ

て北秋JII，南秋川の二地区に分断されている。こ

の地理的条件に加え，明治時代に大地主などが

多く，富裕だった「南」が分村を主張した，いわ

ゆる「分村事件」があり，それがいまだに両地

区の「南北対抗意識」となって残っている。小

泉氏は「北」出身。「南」出身の中村氏のチャ

レンジに，村民が村を二分するほど過熱する背

景である。「北」に住む事情通の老人も「野蛮

だがね」とL、いながらも「選挙は生身をさく思

いでやらにゃならん」。だから投票日が近づく

につれて現ナマが乱れ飛び，選挙ブローカーが

暗躍するのが常。「ここは金を出さなければだ

れも動かないし.飲み食いもさせないと票がと

れないJ(ある選挙通〉のが実情で，金権，飲

み食い選挙が当たり前とか。それだけに，一夜

にして寝返ることがよくあり，票読みが難しい

と言われる。前回 (54年〉の選挙では，ある陣

営がマ yチ箱に二，三千円を入れて有権者に手

渡したといわれ，選挙資金は三千万円にのぼっ

たという。また，必ずといってよいほど票の切

り崩しを防ぐために見張り番が登場する。前回

も「南」の人里〈へんぼり〉地区の村道では，
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車で道路をふさぎ懐中電灯を持った村民が一人

一人をチェッグし，相手陣営が進入するのを妨

害した。村びとたちは「選挙は春祭りや秋祭り

とは違った一種の祭りだ。どんな手を使っても

勝たなければしかたあるめェ」と悪びれた様子

はみじんもない。これに対し，小泉氏は「悲し

むべき現象だ。金にとらわれず，力のある者を

選んでほしいものだ」と清潔選挙を訴え，中村

氏も「泥沼選挙に巻き込まれず，グリーンで行

きたし、」と話している。地場産業の林業が外材

に押され，若い後継者が村を去って過疎化が進

む一方の同村。活気ある村の再生を村民全体で

考えなければならないはず。選挙はその絶好の

機会なのだが.政策は全くといってよいほど話

題にならず.1復しゅう戦」という過去の怨念

だけが村人に活気を与えている現実は寂しい。

CI毎日新聞」昭和58年3月21日付〉

が，大方の予想に反して，小泉康作氏は出馬を

なかなか明確にしなかった。

五選出馬確実とみられている桧原村長小泉康作

氏は，去る十一日より聞かれた村議会で施政方

針演説を行ったが，このあと，高橋兼吉，清水

正良両議員の「再出馬をするのか」の質問に対

し，大要次の如く答えた。「私は皆様のご協力

により近く四期十六年の任期を終えようとして

いる。出馬するか， しないかについては，この

議会の終了後に私の考えを皆様にお伝えしたい

と思います」とまた質問をかわして明言をさけ

た [oJこのようにして，依然自分の意志を明ら

かにしないのは.¥一)強力な対抗馬に対して進退

を考慮しているのか，に)それとも選挙戦を有利

に戦うための戦略なのか，わからないが村民

は，春の向うで燃えている小泉氏の心情を心配

そうにのぞき込んでいる。

(1秋川新聞」昭和58年3月20日付〉

小泉氏には，心中期するところがあったらし

い。中村氏村友会連合に対する巻き返し作戦を清

和会が既に着々と進めていたにもかかわらず，小

泉氏は4月初旬，告示を目前にして突然清和会に

引退を通告する。慌てた清和会は，必死になって

翻意を促すが，小泉氏の決意、は堅く，それは功を

奏さなかった。告示日前日の4月16日，同会は事

実上の敗北宣言を発表している。なお残る不満と

未練がありありと窺える文章である。

先づ冒頭にタイムリミットぎりぎり迄皆様に大

変ご心配ご迷惑をおかけし，小泉五選擁立なら

ず，かつ難しい事態を解決することもできず見

送りと云う悲しむべき結果を全会員に報ずるこ

とを無念でもあり残念としか言葉がありませ

ん。どうかご理解のうえ，お許しを願いたく思

います。私達役員が初めて直面した今回の局面

打開のため，日夜五選をめざし，水面下で懸命

な努力を続けてまいりましたが皆様のご期待に

そえる事もできませんでした。村長の言葉を，
〔づ〕

理由として位置ずけるにはあまりにも不透明な

部分がありますが，私達は四期十六年間の実績

のうえに，すべてを置きかえ，あえて追求せず，

むしろ今後のありうべき姿に「御苦労さん」と

送る拍手を惜しむものではありません。村長引

退の理由としてはすでにマスコミを通じ詳細に

報じられておりますので，あえて書きません

が，いずれ五月の早い時期に小泉自身，臨時総

会の折，弁明する機会があると思われますの

で，その時を待ちたいと願っています [oJ左記

の通り役員会を通じ厳しい折衝を重ねてまいり

ましたので、ご報告いたします。二月以降三月ま

でに十回の役員会を通して，四月四日不出馬声

明となり，清和会および選対の役員に報告がな

された。 (1秋川新聞」昭和58年4月24日付〉

だがしかし，小泉氏の不出馬で中村氏の無投票

当選がすんなり決まったのではない。派外の候補

者を迎える形になっていた村友会から，自派候補

擁立の動きが始まったので、ある。それはかなり現

実味を帯びていたらしい。中村氏自身.1実はボ

クにぶつけるための候補者のかつぎ出しを必死に

やっている連中がし、ましてねえJ(1東京新開」昭

和58年4月9日付)と語っている。かつぎ出しの
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対象は，前回，昭和54年の村長選で42票差の少差

で敗れた元村議会議長・大谷喜久雄氏であった。

この村では「敵の敵も敵」であったといわなくて

はなるまい。「男一匹，いったん言ったことは，

ひるがえせないよね。オレの気持ちとしては，も

う立つ気はなし、。しかしだ，選挙というものは個

人だけの気持ちで決められないところがあるでし

ょ。村の世論ということもあるしねJC同前〉と，

大谷氏は含みを残す発言をしていたが，結局立候

補という事態にまでは至らなかった。複雑な経緯

を「朝日新聞」にまとめてもらおう。

今回の村長選は，中村，小泉両氏の一騎打ちに

なると見られていた。中村氏は三月初め，早々

と出馬を表明。「古い風習に支配された選挙の

打破」をスローガンに掲げて青年層主体の選対

を構えた。村の南部，笛吹地区出身。古くは関

守を務めた旧家で，財産家でもある。農協幹部

が小泉氏に挑戦する形が続くここ数年の村長選

では，中村氏は切り札的存在だった。一方の小

泉氏は，昭和二十二年の第一回統一地方選で村

議に選ばれて以来，村政にたずさわってきた。

村内でも過疎化が進む北部の藤倉地区の出身。

前回五十四年の村長選では，農協の元理事で，

元議長の大谷喜久夫氏(六七)をわずか四十二票

差で破り，四選を果たした。今回，大谷氏は当

初から中村氏の支援へ。村の引銀行/1 でもある

農協の組合長と，現職のベテラン村長によるト

ップ同士の戦いとなれば，村はまさに分裂状態

となる。ところが，当然五選をめざすと見られ

た小泉氏はなかなか出馬表明しなかった。三月

定例村議会(十日~三十一日〉中，再三，所信

を求められたが，明確な答弁を避け，口をにご

した。四月初め，自らの後援会「清和会」幹部

に突然， 出馬取りやめを通告する。「出処進退

を明らかにし，後進に道を譲りたし、」との理由

だ。驚いた後援会幹部は懸命に出馬を促すが，

小泉氏の意志は変わらなかった。もともと，中

村，小泉両者の仲は因縁深い。昭和三十七年ま

で，小泉氏の出身地藤倉地区は村唯一の無電灯

地区だった。東京五輪を控え，この解消が叫ば

れたが，この時，地元の期成同盟にあたる「東

電導入促進委員長」が小泉氏。都や東電に交渉

し，資金面を担当したのが森林組合常務の中村

氏だった。二人の協力で，同年七月，藤倉地区

にも灯がついた。今度の選挙で，中村氏が出馬

表明すると，小泉氏の牙城(がじょう)だった

この地区の一部から「あの時の恩義に報いよ

う」と中村支持の動きが出てきたという。長期

政権への飽きもきていたのだろう。ともかくも

小泉氏は，降りた。これで収まればどうという

こともないわけだが，そうはし、かない。やはり

選挙は祭り，なのである。今度は，大谷氏かつ

ぎ出しの動きが出てきた。しかし，中村支持を

明らかにしていた大谷氏は出馬せず，無投票と

なった。「金権，おん念選挙はやめよう」と訴

えた中村氏が，戦わずして勝ったわけだ。

cr朝日新聞」昭和58年4月19日付〉

小泉氏の不出馬理由をめぐって，村内では様々

な憶測が流れたようだが，筆者は，この村の政争

が小泉氏を消耗させ切ってしまったのではない

か， と考える。後輩の中村氏に自分のような経験

をさせたくなかったのではなかろうか。「ドロ沼，

金権，えん恨……。こんな選挙の在り方は，悲し

むべきことですわね。ワシ自身，四期十六年間，村

長をやらせていただいたが，過去の選挙戦では，

先輩，年上の人とたたかってきた。もう檎原の政

治の特殊性を断ち切りたし、。そんな心境になっ

て，後進に道を譲ることにしましたよ。イヤー，

これですっきりしました，ワ y ハツハJcr東京新
聞」昭和58年4月9日付〉という小泉氏の言葉

に，嘘や飾りは徴塵もなかったように思われる。

実際，これを語る同氏の顔つきは柔和で，失礼な

形容かもしれないが，幼児のような笑みさえ浮か

べている。それは16年前，口髭をたくわえ，眼光

鋭く，精惇な風貌で初当選を果した時の小泉氏と

は似ても似つかなL、。筆者の推測が正しいとすれ

ば，中村氏の無投票当選は，一面で，清和会にも

村友会にも策動のための十分な時間的余裕を与え

なかった，ギリギリの引退声明の，換言すれば小

泉氏の高度な政治判断の勝利でもあった，という
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ことができょう。

この年，村長選が無投票となった分だけ，村の

人々は村議選に燃えたようである。「秋川新聞」

の情勢分析記事をみてみよう。

三名オーバーで村始まって以来の大激戦となっ

た桧原村議会選挙は，今日(十七日〉告示を迎

え，静かな山村はひっくり返るような選挙戦が

展開される。特に檎原村は，一票一票の行方が

はっきり判る山村だけに親戚，兄弟など血肉を

分けての因習選挙になる。特に，二百四十票し

かない部落から四名の候補者を出した小岩地区

は，深刻そのもので一人当り百以上を外部から

求めなければならない。この為大野実(現〕山

口かおる(新〉加藤久次(元〉の三氏は，先を

競って草刈り場の神戸，小沢地区に殺到して居

り，山口氏は事業所の元宿を中心に活躍中，矢

張りこの地区で実力を見せているのは二期目の

大野実氏で，最奥地藤倉にも進出，小林三男氏

を追い込んで、いる。又北部第二の激戦地三郷で

は現議長の高木義範氏と，大物高木長次氏が，

ガ y プリ四つに組み長次氏がやや有利のまま白

熱戦を展開している。一方，激戦のため部落し

めつけの影響を受けているのは，共産党の酒枝

尚雄(現〉と公明党の峯岸あきら(現〉の両氏

と前回全国区的性格で立候補した清水兵次氏

で，共に伸び悩みをみせている。尚社会党の高

橋兼七氏は好調で先ずは上位当選は確実の模様

である CoJ又二期目を着実に迎えた峯岸公夫氏
は，戦火から一寸離れているものの，油断は禁

物，前回の百七十七票を守れるか。北部の血肉

を分けた激戦に対し，南部は，比較的温暖前線だ

が時折り桧原特有の突風が吹き荒れることがあ

る。前回の選挙でも，最も安全圏にいた吉本氏

が遂にその犠牲となった。今回はそのテツを踏

まないとばかり，人里から出馬した中村宗護氏

(新〉への守りは固い。その影響を受けて伸び

悩みをみせているのは清水正良氏(現〉前回二

百五十一票をとったが今回はそうはゆくまい。

上位で当選で、きれば上々。又同地区の清水兵次

氏(現〉は，前回より地元の支援があるが，尚

全国区的色彩が強いだけに決して油断は禁物。

隣接地，吉村新八郎氏(新〉の地盤南郷地区L
決して安全圏ではないので波高しの感がある。

さて，桧原の中心地，元宿地区，ここには二百

六票があるCoJだが共に新人の高取勝男氏(新)，
八田野吉男氏〈新〉が激突している。上手に地

盤割りをすれば，共に当選出来るが，現在は高

取優勢に戦いが進行している。文最後に戦列に

加わった下元郷の土屋和夫氏(新〉は，出足は必

ずしも好調とは言えなかったが， 日を追って充

実をみせやがて安全圏内に入ろうとしている。

cr秋川新聞」昭和58年4月17日付〉

候補者の内訳は，現職8名，新人8名，元議員

1名である。この記事からだけでも，昭和50年頃

から顕著となってきた傾向，すなわち部落内で強

烈な締め付けを行いつつ，外に打って出るという

戦術のさらなる横行を確認することができるだろ

う。「秋川新聞」は，別の記事で「山村特有の部

落推薦という因習が完全になくなったJC昭和田
年4月24日付〕と楽観しているが，おそらく，大

多数の候補者にとって部落外へ攻め込むためには

どうしても部落の基礎票が必要なのであって，こ

の指摘は当を得ていなし、。「秋川新聞」がこのよ

うに書いてしまったのは，この年の村議選ではっ

きりしてきた，もう 1つの新しい傾向に目を奪わ

れてしまったからではないか，と思われる。それ

が何であるかを語る前に，選挙結果を概観してお

きたい。

二階ベランダ、からつり下げられた大掲示板には

開票状況が棒グラフで表示され，心配しでかけ

つけた各候補者の選挙事務所の人達や村民達
〔を〕

が，刻一刻発表される数字に一喜一憂の形で見

守っていた。その結果，苦戦が伝えられていた

現議長の高木義範〈現〉氏が二百八十四票でト

ップで当選したのを始め，前回犠牲者を出した

人里の中村宗護(新〉氏が二位，同じく危険が

伝えられた八田野吉男(新〉氏が三位という番

狂わせを演じたその反面，前回トップで当選し
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た清水正良(現〉氏は下位から二番目，最も恵

まれた候補者とみられていた社会党の高橋兼七

(現〕氏と公明党の峰岸顕(現〉氏は共に伸び

悩み，予想を大きく下廻って当選した。そして

一部落から四名の候補者を出した小岩部落の山

口薫(新〉氏と加藤久治(元)氏それに大野実

(現)氏の三名は苦戦を看板にして善戦，揃っ

て当選又々桧原選挙史上に新たな記録を樹立し

た。この影響をそロに受けたのが隣り部落の小

林三男(新〉氏と浮動票を失った共産党の酒枝

尚雄(現〉氏と全国区的な立場の清水兵次(現〉

氏で，三氏は(意外な処に落し穴)の予想通り

落選苦杯をなめた。

cr秋川新聞」昭和58年5月1日付〉

この年， トップ当選を果した高木義範氏と 2位

当選の中村宗護氏の得票は，昭和34年以降7回の

選挙の中で，有権者数の低下があったにもかかわ

らず，得票数を比較すると 2位と 3位の位置を占

める。高木氏は同じ地区から対立候補が出たた

め，部落外の票をかなり獲得し，一方中村氏は人

里地区の票をほぼ完全に固め切った，という具合

にそれぞれ当選に至る経過は正反対だが，票の争

奪戦の激しさを図らずも暗示してくれている。ま

た，共産党の酒枝尚雄氏と 4年前，同氏を落とす

ために立候補した清水兵次氏の落選，及び全村対

象型候補者の伸び悩みは，この村で部落という基

盤をもたないことがいざという時，如何に不安定

な状態を生んでしまうかをよく示している。

先に述べた，もう 1つの新しい傾向とは派閥選

挙の問題である。 1人ひとりの候補者の色分けは

「秋川新聞」にも記事がなく，調査不足のため明

らかにし難いが，大野実氏は昭和54年当時の清和

会会長，高木長次氏はこの選挙の時の清和会会長

である。吉村新八郎氏は r先輩清水知一(製材
社長〕の後釜として押しも押されもしない人物」

で，清水氏が中村正巳選対の副事務長として名を

連ねているから，村友会系の人物と判断してよか

ろう cr秋川新聞」昭和54年4月1日付，昭和58
年4月3日付〉。しかも，この年の選挙は定員を

3名超過していたものの，かつてのように因習打

破を唱えて無残に敗北した候補者は存在しなし、。

誰もがそれなりの支持を集めているのである。激

戦となった小岩地区などは，多分に派閥戦争の色

合いが濃かったので、はなかろうか。速断は避けね

ばならないが，そうすることによって村の人々は

辛うじて村長選無投票のウサを晴らしたのだ，と

筆者は考える。

さて，これで槍原村の村政についての，やや冗

慢な報告もお佐舞である。時間不足と筆者の力量

不足のため，資料を追うばかりで工夫のないこと

を改めてお詫びしておきたい。内容的にも，筆者

の苦し紛れの独断が実は的外れで，村内事情をよ

く知る人が読めば苦笑してしまうようなところも

あるかも知れない。だがしかし，たとえそうした

ところがあったとしても，これが，普くも悪くも

部外者の眼に映じた檎原村の姿のー側面だという

ことだけはどうか忘れないでほしい。どのような

細部のミスも，筆者たちによって描かれた，この

檎原村の村政に関するラフ・スケッチの屋台骨を

揺るがしてしまうことはできないであろう。

来年に迫った次期村長選は，激戦必至の情勢で

ある。中村村長の独走となる可能性はほとんどな

く，最悪の場合，中村正巳派，清和会，村友会で

三つ巴の争いが展開されることも考えられる。村

内基盤の点で見劣りするだけに，再選への道はど

のような事態が惹起しても容易ではない。この報

告は，恥ずかしながら村長にも捧げられるもので

あるから，中村氏には政策論争で勝負してほし

い，という要望も書き添えておく。この村に充満

する政治的エネルギーを政策対立の増塙へと流し

込むことができた時，それだけのリーダーシップ

を中村村長が発揮できた時，檎原村の政治は，否

過疎村全体に共通する政治の様相は新たな局面を

迎えることとなるであろう。
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〔資料〕

檎原村・選挙の記録(昭和34年~昭和田年〉

表 1 有権者数・投票者数・投票率一覧

年[当日有権者不毛) I投票者数(名) I投票率 C%) I 備 考

S34 I 3，212 2，揃 73.07 村議選無投票

S 38 I 3，270 3，0回 93.55 村長選無投票

S42 '" 3，147 2，995 95.17 

S46 3，233 3，096 95.76 

S50 3，256 3，104 '" 95.33 村長選無投票

S54 '" 3，168 3，050 96.28 

S58 3，205 3，065 '" 95.63 村長選無投票

(注:企印は減少を表す〉
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得票数

2，268 

17 

(無投票〉

1，507 
1，470 

1，701 
1，368 林

(無投票〕

1，537 
1，495 

業

農林業

国際共産主義者
連盟重量
村 長

業

長

長

業

長

長

業送

農協組合長

職

林農

村

村

農

村

村

運

l:;l i監ムト新
t ;rtr子雪
陸直竺?引

l;:l無?属l

p 

蕎

彦

現

新

現

現

新

現

現

新

候補者名

保

勝

害
時保水

泉

水

泉

取

康

康作

喜久雄

水

三重野

1

l

l

川
河
一
い
げ
日
同
i

清

清

小

清

泉

泉

谷

Ml 
落

当

落

考

S34 14 。 O 。 O O 。 。 。(無投票〉
S38 14 O O 。 。 6 。 O O 。
S42 14 O O 。 。 2 O 。 O 。
S46 14 。 。 O O 3 O 。 1 。
S50 12 1 1 。 O 1 。 O 1 。
S54 11 1 1 1 O 1 。 。 O 。
S58 12 1 1 。 。 2 。 。 1 O 

(無投票〕
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表 3 村議選・党派別一覧

選者数〈定数14名) 落 選 者 数

正司付属-JA41公明五ヨ瓦1 -tるん |ι時lii~言 l 公明党|具産主 i ふ五円

新巳正村中当S58 

表 4 村議選・選挙結果各年別ー覧

昭和34年4ー①

当落 1 r~豪華 i 得票数出身地

当 現 農業 出 畑 甫

11 小泉秀義 11 1 47 1 11 11 11 倉 掛 ~I: 
11 吉川哲夫 111351  11 新 11 和 回 南

11 加藤久次 H 33 11 現 材木商 岩 北 無

11 小林都彦 11 54 11 新農業 白 倉 11 

11 小林重太郎 11 49 グ 現 材木高 本 宿 東
M 浜中久吉 H 54 H H 木材業 上川乗 南 投
11 久保田幸一 11 63 11 新大工 千 足 ~I: 
H 小 林益之 H 46 H 11 11 数馬下 南

11 土屋賢次 11 45 H 11 農業 夏 地 北

11 川嶋平三郎 H 60 11 11 11 下元郷 東
E耳茸可C

グ 吉野興作 11 46 11 11 木材業 上元郷 11 

λF 大 谷亀之助 461M  現 農業 神 戸 北

11 峯岸 登 11 1 57 グ H グ |宮ケ谷戸 11 

業職茂君1Bリ派党1性別1年令1候補者名
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グ
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庁

1/ 

1/ 
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1/ 

p 

グ

昭和42年

当五丁 出身地

当 笹 野 東 241 
H 出 畑 南 235 
p 現農業 岩 :11:; 222.454 
λF P 新 農林業 千 足 H 213.519 
グ グフr:; I 1/ 笛 吹 南 201 
1/ 現 農業 大 沢 :11:; 191 
M 11 11 運送業 神 戸 庁 189 
1/ グ M 農林業 数 馬 南 184 
庁 H 新 グ 藤 原 北 178 
1/ 11 11 11 下元郷 東 173 
1/ グ 農業 |下川乗 南 168 
λy M 現 日雇 本宿 東 167 
M 

[新 夏地 ゴヒ 159 
M 11 11 宮ケ谷戸 p 150.480 

落 本宿 東 138.535 
庁 山 口寿雄 グ 45 I 1/ 新 小岩 jと 134 

I~議1 得票数業職爾7iiiJ 派党
11i証正記候補者名
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4ー④ 昭和46年

当落|候補者名 |性別|年令|党派別 l親|職 業「白羽|擁|得票数
当 野村治男 男 47 無所属 現 農林業 笹 野 東 236 
M 清 水清義 グ 58 H 新 11 人 里 南 230.717 
11 工藤 剛 11 56 11 現 日雇 本 宿 東 204 
必V 小林太栄 11 59 p 11 農業 耳ιi王J ~t 199 
H 小 泉秀義 p 59 H フロ 必Y 倉 掛 λY 179 
必ア 浜中大治 F 53 が 新 大 沢 庁 173.549 
点少 下地恒規 11 65 11 H 本 宿 東 173 
H 清 水兵次 F 54 11 i現 農業 下川乗 南 172.282 
11 大谷喜久雄 H 55 グ 11 運送業 神 戸 北 171. 345 
11 市川盛信 11 68 11 新 中 皇 11 166 
11 峰岸喜一 グ 55 11 現 農林業 千 足 11 165 
必少 大谷佐太郎 H 56 H 新 石油類販売業 神 戸 11 163.329 
11 大久保多喜男 11 39 H H 農林業 数馬上 南 163 
11 大谷 資 H 60 11 p 11 夏 地 北 161. 325 

落 萩野 要 H 60 H H 柏木野 南 160 
11 島崎 織 グ 65 11 11 沢 ~t 154 
11 中村 守 11 27 日本共産党 H 製材工 出 畑 南 126 
あア 浜中銀之助 11 45 無所属 上川乗 11 50.450 

」一一一

4ー⑤ 昭和50年

当落| 候補者名 |性別|年令 l党派別|類|職 業ト五身白丁場建|得票数
当 峰岸喜一 男 59 木材業 千 足 ゴヒ 243.421 

11 高橋兼七 H 40 日本社会党 新 会社員 夏 地 11 232 

必Y 大久保多喜男 11 43 無所属 現 農林業 数馬上 南 228 

11 清水知一 11 56 11 新 木材業 出 畑 11 221. 352 

11 清水正良 p 53 M 11 11 下川乗 H 208.331 

H 大谷佐太郎 点。， 60 dア 現 石油類販売業 神 戸 北 205.378 

11 清水清義 グ 62 11 11 農林業 人 塁 南 198.315 

11 高木義範 11 54 11 新 H 白 倉 北 196.529 

11 岡田一四 H 59 11 11 売自転業車修理販 上元郷 東 194 

11 大谷喜久雄 11 59 11 現 運送業 神 戸 ~t 190.351 

11 小林英雄 11 55 11 新 外生務命保員険会社 岩 11 176 

λ~ 高木卓治 11 60 H 11 飲食業 本 宿 東 174.470 

必少 峯岸 顕 11 51 公明党 11 製材工 数馬上 南 171. 296 

11 峯岸朝則 11 60 無所属 フじ 農業 日向平 北 163.282 

落 大谷 資 点目， 64 11 現 農林業 夏 地 H 146.269 

H 中村 守 11 31 日本共産党 新 製材工 出 畑 南 144 
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